
ょ

盛 岩

手

県

岩
手
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
六
十
三
集

街

「
歴
史
の
道
」
調

ヽ

岩

手

県

教

育

委

員

会

道

査
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婚

街

道

宕
手
県
「
歴
史
の
道
」
調
在
報
告



賠
和
五
十
六
年
三
月

教
育
長

新

里

盈

し
か
し
そ
の
反
面
、
本
県
歴
史
を
知
る

L
に
き
わ
め
て
咀
要
な
應
味
を
も
つ
道
・
河
川
な
ど
の
交
通
路
に
残
る
並
木
道
・
道
標
・
一
里
塚
な
ど
の
＇
父
通
遺
跡
か
次
第
に
そ
の
姿
を
消
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
重
視
し
、
本
県
で
は
昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
国
庫
補
助
を
受
け
「
歴
史
の
道
」
を
調
査
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
報
告
内
は
、
本
年
度
に
調
杏
し
ま
し
た
五
街
道
の
う
ち
、
其
州
道
中
水
沢
宿
の
不
傾
橋
を
起
点
と
し
て
北
上
川
を
渡
り
、
岩
谷
堂
・
人
首
•
世
田
米
を
通
っ
て
盛
（
大
船
渡
）
に
い

た
る
「
盛
街
道
」
に
つ
い
て
、
街
道
の
現
状
と
文
化
財
の
保
存
状
況
な
ど
、
そ
の
周
囲
の
環
境
を
含
め
て
総
合
的
に
調
査
し
、
そ
の
成
果
を
隼
成
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
内
が
、
今
後
の
交
通
関
係
遺
跡
の
保
護
及
び
歴
史
の
道
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
調
査
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
調
査
員
各
位
並
び
に
関
係
市
町
村
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
、
諸
資
料
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
対
し
、
衷
心
よ
り
感
謝
中
し
上
げ
ま
す
。

生
泊
は
＾
段
と
便
利
に
な
り
多
大
の
恩
恵
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

序

岩

手

県

教

育

委

員

会

地
域
間
発
に
伴
な
う
交
通
網
の
整
備
は
、
現
代
社
会
の
進
歩
発
展
か
ら
生
ず
る
必
然
的
な
要
泊
で
あ
り
、
県
内
に
お
い
て
も

11
々
近
代
的
な
道
路
の
建
設
が
各
所
で
行
わ
れ
、
私
逹
の
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五
、
本
内
は
、
専
門
調
査
員
細
井
計
が
執
筆
し
、
文
化
課
が
編
集
に
あ
た
っ
た
。

四
、
調
査
の
方
法
は
、
地
区
調
査
員
が
調
査
カ
ー
ド
を
作
成
し
、
調
査
カ
ー
ド
に
も
と
づ
ぎ
専
門
調
査
員
が
確
認
調
査
を
行
な
っ
た
。

補

助

員

高

橋

哲

郎

岩

手

大

学

文

部

技

官

地
区
調
査
員
（
大
船
渡
市
）

金

野

菊

三

郎

地
区
調
査
員
（
江
刺
市
）

地
区
調
査
員
（
住
田
町
）

紺

野

孝

住
田
町
文
化
財
調
査
員

大
船
渡
市
文
化
財
調
査
委
員
長

佐
嶋
与
四
右
衛
門
元
建
設
省
岩
手
工
事
事
務
所
職
員

専

門

調

査

員

吉

田

義

昭

盛
岡
市
教
委
文
化
財
専
門
員

専

門

調

査

員

細

井

計

岩

手

大

学

教

授

主
任
専
門
調
査
員

坪

間

俊

(・) 
-
_
、
本
調
査
は
主
と
し
て
次
に
あ
げ
る
も
の
を
収
梨
し
、
調
査
を
実
施
し
た
。

収
隼
し
た
も
の

古
文
書
、
地
誌
類
、
紀
行
文
、
古
絵
図
類
や
明
治
時
代
の
実
測
図
な
と
。

口

調

査

し

た

事

項

口
道
及
び
こ
れ
に
沿
う
地
域
に
残
る
遺
跡
の
分
布
状
況
と
保
存
の
実
態
。

ぃ
江
戸
時
代
の
国
界
・
藩
界
及
び
郡
名
。

；
ー
、
本
調
査
の
調
査
員
・
補
助
員
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

岩
手
大
学
教
授

、
本
内
は
歴
史
の
道
「
盛
街
道
」
に
関
す
る
報
告
書
で
あ
る
。

例

ロ



地

図

写

真

三
、
街
道
筋
に
残
る
主
な
文
化
財

一
、
盛
街
道
に
つ
い
て

例 序

言

岩
手
県
教
育
委
員
会
教
育
長

二
、
街
道
の
現
状
と
文
化
財
の
保
存
状
況 H

 
次

新

里

盈

>5 27 23 8
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と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
の
奥
州
道
中
は
、
厳
密
な
意
味
で
は
、
宇
都
宮
宿
の
次
の
白
沢

か
ら
奥
州
白
河
ま
で
の
一
〇
宿
で
あ
り
、
白
河
以
北
は
そ
の
延
長
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
万
延
元
年
(
-
八
六

0
)
に
仙
台
藩
が
領

内
を
通
る
奥
州
道
中
の
人
馬
賃
銭
に
つ
い
て
、
「
是
迄
四
割
増
之
上
三
二
割
増
、

割
増
」
の
増
額
願
を
出
し
た
の
に
対
し
て
、
幕
府
勘
定
奉
行
名
で
「
脇
往
還
A

右
体
多
分

の
割
増
相
添
候
先
例
無
之
、
殊
二
割
増
年
季
中
困
窮
与
之
申
立
を
以
、
此
上
再
割
増
被

仰
付
候
而
者
、
外
響
二
も
相
成
可
申
哉
―
―
付
、
願
之
趣
旨
不
被
及
御
沙
汰
旨
被

奉
存
候
」
と
、

仰
渡
可
然

却
下
さ
れ
た
文
中
に
明
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
幕
府
は
白
河
以
北
の
具

州
道
中
の
延
長
線
を
脇
往
還
（
脇
街
道
）
と
み
な
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
東
北
地

方
を
縦
断
す
る
幹
線
道
路
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
こ
の
幹
線

道
路
と
し
て
の
広
義
の
奥
州
道
中
か
ら
は
、
多
く
の
脇
街
道
が
分
岐
し
て
い
る
。
本
報
告

で
取
扱
う
盛
街
道
も
そ
の
―
つ
で
あ
る
。

都
合
七

江
戸
時
代
の
陸
上
交
通
を
支
配
関
係
か
ら
一
瞥
す
る
と
、
五
街
道
（
東
海
道
・
中
山
道
・

甲
州
道
中
・
日
光
道
中
・
奥
州
道
中
）
と
そ
の
附
属
街
道
が
幕
府
道
中
奉
行
の
管
轄
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
そ
の
他
の
街
道
は
、
白
河
以
北
の
い
わ
ゆ
る
奥
州
道
中
を
も
含
め
て
、

幕
府
勘
定
奉
行
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
は
主
と
し
て
貨
銭
な
ど
の
統
制
面
に

か
か
わ
る
点
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
街
道
の
晋
請
・
橋
梁
の
修
理
・
並
木
の
保
護
な
ど
の

実
際
面
に
か
か
わ
る
点
は
、
沿
道
の
大
名
や
旗
本
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
領
主
の
管
理
に

が
、
本
報
告
で
は
盛
街
道
に
統
一
す
る
こ
と
に
す
る
。

祖
を
目
的
地
と
し
て
広
く
と
ら
え
る
場
合
に
は
、

「
盛
町
~
之
道
」
と
い
う
意
味
で
、
盛

暦
一

0
年
（
一
七
六

0
)
建
立
の
馬
場
の
道
標
は
「
向
右
い
は
や
と
う
道
、
左
い
て
東

永
元
年
（
一
七
七
二
）
建
立
の
中
島
の
道
標
は
「
右
ひ
と
か
へ
道
、
左
の
て
さ
き
道
」
、
宝

山
道
」
と
刻
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
文
化
六
年
(
-
八

0
九
）
建
立
の
旧
大
橋
の
道
標
は

「
右
ハ
東
山
さ
る
沢
、
中
ハ
い
て
町
け
せ
ん
、
左
ハ
人
か
へ
と
を
の
」
と
、
東
山
・
猿
沢
、

伊
手
・
気
仙
、
人
首
・
遠
野
の
各
地
へ
通
じ
る
道
を
案
内
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
盛

立
の
伊
槃
堂
の
道
標
に
は

「右

金
か
さ
ぎ
道
」
と
あ
り
、

ま
た
、
安

水
沢
術
の
不
断
橋
を
起
点
と
し
て
奥
州
道
中
を
北

K
し
、
＋
文
字
で
分
岐
し
て
北
上
川

を
渡
り
、
さ
ら
に
、
仙
台
藩
の
重
臣
が
配
潰
さ
れ
て
い
た
岩
谷
堂
・
人
首
の
両
宿
（
江
刺

市
）
を
経
由
し
、
や
が
て
種
山
高
原
を
越
え
て
気
仙
郡
に
人
り
、
世
田
米
宿
（
住
田
町
）

か
ら
い
石
峠
を
越
え
て
盛
宿
へ
と
通
じ
る
道
筋
が
、
盛
街
道
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
途
中
で
は
、
気
仙
街
道
・
遠
野
道
・
江
刺
街
道
な
ど
の
呼
称
も
使
わ
れ
て
い
た

ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
盛
街
道
は
仙
台
藩
の
管
理
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

次
に
、
こ
の
盛
街
道
の
道
筋
や
呼
称
な
ど
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。
ま
す
盛

街
道
の
道
筋
が
い
つ
ご
ろ
開
発
さ
れ
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
経
て
改
良
整
備
さ
れ

て
ぎ
た
も
の
か
、
史
料
的
に
そ
の
間
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

街
道
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、

「
岩
手
県
管
轄
地
誌
」
な
と
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
認

明
治
二
三
年
(
-
八
九

0
)

三
七
年
の
岩
手
県
予
算
書
な
ど
に
「
盛
街
道
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、

街
道
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）
に
提
出

さ
れ
た
江
刺
郡
各
村
の
「
風
土
記
御
用
書
出
」
に
よ
れ
ば
、
次
丸
村
（
江
刺
市
）
で
は
「
道

壱
筋
、
但
、
次
丸
村
之
内
な
岩
谷
堂
町
人
首
町
野
手
崎
町
J

之
道
」
と
記
し
て
い
る
。
ま

た
、
角
掛
村
（
江
刺
市
）
で
は
「
壱
筋
、
但
、
角
掛
村
之
内
岩
谷
堂
町
な
人
首
町
江
之
道
」
、

片
岡
村
（
江
刺
市
）
で
は
「
壱
筋
、
但
シ
、
岩
谷
堂
町
な
人
首
町
野
手
崎
町
4

之
道
、
壱

筋
、
但
シ
、
岩
谷
道
町
な
上
伊
沢
水
沢
町
A

之
道
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か

ら
す
れ
ば
、
藩
政
時
代
の
街
道
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
地
の
名
を
つ
け
て
、
「
ど

こ
ど
こ
へ
の
道
」
と
い
う
の
が
一
般
的
な
呼
称
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
盛

街
道
沿
い
に
あ
る
道
標
か
ら
も
指
摘
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
建

ゑ
さ
し
道
‘
左

の
岩
手
県
道
路
改
修
案
や
同

明
治
期
に
は
「
盛

で
き
る
。

絵
図
」
な
る
も
の
を
は
じ
め
、

不
可
能
で
あ
る
が
、
道
筋
そ
れ
じ
た
い
は
、

「
次
丸
村
元
禄
絵
図
」

「
世
田
米
村
元
禄

盛
街
道
に
つ
い
て

そ
の
実
際
面
は
沿
道
の
村
々
の
資
任
で
行
な
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
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(6) (5) (4) (3) (2) (1) 

小
府
金
．
里
塚

（
住
田
町
）

1
，1
石
峠
（
住
川
町

前
の
坂
を
，
1
井
坂
と
い
う
。

種
山
し
里
塚

（
几
刺
市
）

1
小
府
金
一
里
塚
（
住
田
町

ト
文
字
の
石
碑
群
か
ら
東
ガ
ヘ
約
．

0
0
m
進
ん
だ
と
こ
ろ
に
伊
勢
翡
が
あ
り
、

9,―
 

ゑ
さ
し
道
、
左
金
か
さ
き
道
」

伊
勢
党
境
内
に
は
、
「

1

そ
の

人
首

(
4
刺
市
）
＼
種
山
七
里
塚

（
江
刺
市

す
必
要
が
あ
ろ
う
。

蛤
坂

（
江
刺
市
）

1
人
首

（
江
刺
市

岩
谷
堂
（
江
刺
市
）
ー
蛤
坂

（
江
刺
市

し
て
い
る
が
、

「
是
よ
り

左
金
ヶ
崎
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

不
断
橋
（
水
沢
市
）

1
岩
谷
堂
（
江
刺
市

の
天
照
太
神
碑

高
さ

-
o
e
m
、
幅

｛谷）

右
岩
や
堂
、

-
o
e
m
 
な
ど
が
あ
る
。

道
標
は
な
か
ば
埋
没

る
こ
と
に
す
る
。

嘉
水
口
年
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑

晶
さ
五

O
c
m
、
輻
四

Ocm-‘

安
政
四
年

（
一
八
五
七
）

街
道
の
現
状
と
文
化
財
の
保
存
状
況
に
つ
い
て
、
次
の
区
分
に
し
た
が
っ
て
況
明
を
加
え

em
、
輻
一

O
O
c
m
)
、
文
化
五
年
(
-
八

0
八
）
の
政
頭
山
碑

（
高
さ
六

O
c
m
、
輻
六

Ocm)
、

盛
街
道
は
水
沢
市
不
断
町
か
ら
大
船
渡
市
盛
町
ま
で
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、

そ
の
間
の

em
、
輻
ヒ

O
c
m

の
ほ
か
に
、

天
明
．
＾
年

（
一
じ
八

の
南
餌
観
世
音
碑

（
高
さ
九
〇

街
道
の
現
状
と
文
化
財
の
保
存
状
況

ト
文
字
に
は
、
年
＂
り
不
明
の
道
標
（
高
さ
：

．．
 
O
c
m、
輻
：•
•
O
c
m
)
と
石
地
蔵
（
高
さ
＇
ハ
〇

け
で
あ
る
。

最
後
に
里
程
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。
仙
台
藩
で
は
「
大
道
」
と
「
小
道
」

的
な
も
の
は
「
小
道
」
で
表
示
し
て
い
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、

の
区
別
が
あ
り
、
概
し
て
主
要
道
路
に
つ
い
て
は
「
大
道
」
で
あ
ら
わ
し
、
そ
の
他
の
村
道

必
ず
し
も
統
一

さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
盛
街
道
と
は
直
接
関
係
な
い
が
、
今
泉
街
道

（山

H
宿
ー
今
泉
宿
）
の
長
坂
布
（
東
山
町
）
か
ら
摺
沢
宿
（
大
東
町
）
ま
で
の
道
法
は
、

「
大
道
」
と
「
小
道
」
で
表
示
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

「
大
道
」
が
一
里

11-1
一
六
町
、
「
小
道
」
が
一
里

11六
町
の
割
合
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

「
大
道
」
が
三
六
町
を
も
っ
て
一
里
と
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、

方
は
統
一
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
古
川
古
松
軒
が

「
仙
台
城
下

よ
り
北
方
は
、
今
に
夷
の
風
俗
あ
り
て
万
事
異
な
る
こ
と
多
く
、
行
程
も
五
町
一
里
、
六

町
一
里
、
七
町
一
里
な
ど
と
所
ど
こ
ろ
に
て
替
わ
り
た
る
に
、
仙
台
城
下
よ
り
南
は
、
行

程
も
一
．
一
六
町
を
以
て
一
里
と
し
、
…
…
…
」
（
『
東
遊
雑
記
』
）
と
指
摘
し
て
い
る
の
は
そ
の

あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
（
『
岩
手
県
文
化
財
調
査
報
告
書
』
第
四
ト
一
化
）
。

7
 以

卜
の
う
ち
、

臼
石
峠
（
大
船
渡
市
）
＼
盛
（
大
船
渡
市
）

③
•
④
の
道
筋
と
⑤
の
前
半
部
分
は
、
県
道
（
水
沢
・
住
田
線
）
と
ま

不
断
橋

1
岩
谷
堂

道
中
と
重
な
っ
て
国
道
四
号
線
上
を
北
上
し
て
い
く
が
、
そ
の
間
、
東
北
本
線
の
敷
地
を

縦
断
し
て
約
―

1
0
0
m
ほ
ど
進
ん
だ
西
側
に
、
文
政
六
年
(
-
八
二
三
）
の
山
神
碑
（
高

咳
病
に
よ
く
効
く
と
い
わ
れ
た
年
号
不
明
の
石
地
蔵
（
総
高

一
四
五
C
m
)

が
鎮
座
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
約
九

0
0
m
ほ
ど
北
上
し
た
と
こ
ろ
で
、
旧

道
は
国
道
四
号
線
と
分
岐
し
て
右
側
に
入
る
。
こ
れ
が
奥
州
道
中
の
ル
ー
ト
で
あ
る
。
そ

し
て
旧
道
は
十
文
字
の
二

1

叉
路
で
直
角
に
右
折
し
、
そ
の
ま
ま
伊
勢
堂
前
ま
で
東
進
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
盛
街
道
は
起
点
か
ら
十
文
字
ま
で
は
奥
州
道
中
と
兼
ね
て
い
た
わ

な
お
、
こ
れ
ら
の
石
碑
群
の
保
存
状
況
は
か
ん
ば
し
く
な
い
の
で
、
管
理
に
は
十
全
を
期

さ
八
五

em
、
幅
九

Ocm)
、

「
小
道
」
の

‘、、

ぷつカ

しヽ

今
は
見
あ
た
ら
な
い
。

こ
の
不
断
橋
の
と
こ
ろ
を
起
点
と
す
る
旧
道
は
、

拠
州

「
大
道
」
で
「
一
里
拾
五

r」、

「
小
道
」
で
「
八
里
：

・r」
と
あ
り
、
同
一
ル
ー
ト
が

を
起
点
と
し
て
い
る
。

1
打

IJ
こ
よ
、

↓
士
H
I
I

県
道
盛
街
道
の
尼
標
が
橋
の
手
前
東
側
に
あ
っ
た
と

盛
街
道
（
以
下
、

旧
道
と
い
う
）
は
、
水
沢
市
の
乙
女
川
に
架
か
る
不
断
橋
の
と
こ
ろ

(1) 

っ
た
＜
田
共
っ
た
ル
ー
ト
を
進
ん
で
い
る
。

街
道
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

8
 



し
み
ち
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
道
標
を
兼
ね
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

と
刻
ま
れ
た
元
禄
五
年

（一

六
九
二）

の
道
標

（ヤ
回
さ
六
五
Cm
、
輻
四

O
c
m
)
の
ほ
か
に
、

文
政
三
年

(
-
八
二
0
)
の
天
照
太
神
碑

(
i"ful
さ
八

O
c
m、
輻
五

O
c
m
)、
同
八
年
の
市
神

塔
(

i

仙
さ
八

Ocm
、
幅
六

O
cm)、
天
保
二
年

(
-
八
三
一
）

の
天
照
れ
太
神
店

・
金
比
羅

大
権
現

・
西
国
三
十
三
番
碑

（高
さ

一
六

O
c
m
、
幅
七

Ocm
)、
同
七
年
の
金
梯
山
碑

（高

さ
九
五

em
、
幅
八
五

em
)
な
ど
が
あ
る
。
伊
勢
堂
か
ら
約
四

0
0
m
南
に
曹
洞
宗
安
養
寺

が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
約
―二

0
0
m
東
の
田
圃
の
中
に
、
幅
約
二

m
の
旧
道
が
現
在
混
道
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
旧
道
の
西
側
で
、
桐
山
と
通
称
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
消

水
が
湧
出
し
て
お
り
、
往
昔
の
旅
人
が
喉
を
う
る
お
し
た
場
所
と
い
わ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
十
文
字
か
ら
白
井
坂

・
館
下
を
経
て
中
谷
木
に
至
る
旧
道
は
、
桜
木
橋
の
辺
で

北
上
川
を
舟
で
渡

っ
た
が
、
こ
の
付
近
の
ル
ー
ト
は
定
か
で
は
な
い
。
北
上
川
東
側
の
渡

船
場

（下
川
原
渡
し
）
は
桜
木
橋
の
南
約
一

0
0
mの
地
点
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

今
は
そ
の
痕
跡
す
ら
と
ど
め
て
い
な
い
。
こ
の
渡
船
場
跡
か
ら
堤
防
に
沿
っ
て
約

一
五

0
m

北
西
に
進
ん
だ
旧
道
の
西
側
に
は
、
正
徳
五
年
（一

七

一
五
）の
梵
字
供
養
塔

（古
向
さ
九
〇

em
、
幅
四
五

em
)、
明
和
四
年

（一

七
六
七
）
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑

（裔
さ

―
o
o
e
m
、
幅

ニ
八

cm
)、
文
政

―一

年

(
-
八
二
八
）
の
山
神
塔

（高
さ

一
三
五
Cm
、
幅
五
八

em
)、
弱

永
元
年

（一

八
四
八
）
の
馬
頭
観
世
音
碑

（高
さ
二
三

O
c
m、
幅
六

Ocm
)、
元
治
二
年
（一

八
六
五
）
の
金
華
山
碑
(
inraJ

さ

＿
o
o
c
m、
輻
二
丘
Cm
)

な
ど
、
九
基
の
石
碑
が
林
立
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
石
碑
群
は
旧
渡
船
場
か
ら
移
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
桜
木

橋
か
ら
約
―

km
右
手
の
前
中
野
に
は
、
寛
政

一
0
年

（一

七
九
八
）
の
庚
申
供
養
塔
が
道

2

金

ヶ

崎

）

｛

ド

川

原

）

端
に
倒
れ
て
い
る
が
、
そ
の
左
斜
面
に
は
「
右
ハ
か
ね
か
さ
き
し
も
か
ハ
ら
、
左
ハ
志
う

旧
渡
船
場
か
ら
移
建
さ
れ
た
石
碑
群
を
あ
と
に
し
て
、
堤
防
と
ほ
ぼ
重
な
っ
て
い
る
旧

道
を
進
む
と
、
そ
の
右
側
に
春
日
神
社
が
あ
る
が
、
そ
の
本
殿
は
化
政
期

(
-
八

0
四
ー

二
九
）
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
社
境
内
に
は
寛
政
九
年

（一

七
九
七
）
の
湯
殿
山

・
月

山

・
羽
黒
山
供
淡
塔

（i

曲
さ

一
三
五

em
、
幅
四

0cm
)、
同
年
の
湯
殿
山
大
権
現

・
月
山

・

羽
黒
山
碑
(

i
"

阿
さ

一
六

O
cm、
幅
Ii
o

em
)、
同
年
の
山
神
塔

（古
団
さ
四
八

em
、
幅
三

O
cm
)、

文
化

一
三
年

(
-
八

一
六
）
の
金
毘
羅
大
権
現
碑
(

i
"

団さ

一
九
六

em
、
幅
六

O
cm
)、
文
政

二
年

(
-
八

一
九
）
の
庚
巾
塔

（高
さ
一.-
o
em
、
輻
二

Ocm
)、
嘉
水
三
年

(
-
八
J
i
o
)

の
庚
中
塔

（高
さ
八

O
c
m
、
幅
四

Ocm
)、
同
七
年
の
馬
頭
観
世
音
碑

（品
さ
四
五
Cm
、
輻

三

O
cm
)、
安
政
二
年

(
-
八
五
丘
）
の
庚
申
塔

（高
さ
五

O
cm、
幅
四
五

cm
)
な
ど
の
ほ

か
に
、
明
治

・
昭
和
な
ど
の
石
碑
七
基
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
石
巻
付
近
の
井
内
石
が
使
用

さ
れ
て
お
り
、
北
上
川
舟
運
を
利
用
し
て
運
搬
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

春
日
神
社
の
手
前
七

1
八

0
m
の
と
こ
ろ
が
、
仙
台
藩
の
下
川
原
番
所
跡
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
今
は
堤
防
敷
と
変
り
は
て
て
い
る
。
さ
ら
に
同
社
か
ら
約
一

0
0
m
進
む
と
、

あ
が

と

旧
道
は
東
北
に
向
っ
て
直
角
に
曲
っ
て
県
道
と
合
流
し
、
そ
の
ま
ま
県
道
上
を
上
戸
の
地

蔵
堂
ま
で
進
む
。
そ
の
間
、
直
角
に
カ
ー
プ
す
る
地
点
の
上
手
が
下
川
原
御
本
穀
御
蔵
場

跡
で
あ
り
、
そ
の
西
側
の
隣
接
地
が
下
川
原
川
岸
跡
で
あ
る
。
現
在
は
そ
の
痕
跡
す
ら
と

ど
め
て
い
な
い
が
、

わ
ず
か
に
御
蔵
場
跡
を
伝
え
る
石
碑

一
基
が
建

っ
て
い
る
。
こ
の
御

蔵
場
跡
か
ら
約
三

0
0
m
進
ん
だ
左
側
に
愛
宕
神
社
が
あ
る
が
、
そ
の
本
殷
は
正
徳
四
年

（一

七

一
四
）
の
造
営
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
同
社
の
境
内
に
は
、
享
保
九
年

(
-
七
一
．

四
）
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑

（高
さ
九

O
c
m
、
幅
五

O
c
m
)、
同

一―

年
の
同
碑

（高
さ
几
〇

em
、
幅
四

Ocm
)、
明
和
七
年

（一

七
七

0
)
の
同
碑

（高
さ
六
五

em
、
幅
四
Jiem
)、
同

年
の
庚
中
塔

（高
さ
三

Ocm
、
幅
四
五

cm
)、
寛
政

□

年
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑

（高
さ
六
〇

em
、
幅
五
五

em
)
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
江
戸
時
代
の
北
上
川
舟
運
関
係
者
の
信
仰
が

厚
か

っ
た
同
社
は
、
多
く
の
奉
納
額
を
蔵
し
て
お
り
、
現
在
で
も
地
域
住
民
の
信
仰
に
よ

っ
て
整
然
と
維
持
管
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
愛
宕
神
社
周
辺
の
下
川
原
町
は
、
御
蔵
場
の

町
と
し
て
開
か
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
年
貢
米
の
中
継
宿
、
糀
船
所
有
者
、
船
頭
な
ど
の

居
住
地
区
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
面
影
は
な
い
。
同
社
か
ら
五

0
m
ほ
ど
進
ん
だ
道
の
右
側

に
、
享
和

□

年
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑

一
基
が
あ
り
、
さ
ら
に

一
0
0
m
ほ
ど
行
く
と
、
七

里
塚
跡
と
い
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
す
で
に
、
明
治
前
期
に
県
道
が
造
ら
れ
た

時
に
取
払
わ
れ
た
と
伝
承
さ
れ
、
そ
の
痕
跡
も
な
く
、
た
だ
名
称
の
み
が
残

っ
て
い
る
。

あ
が
▲
＿

ヒ
里
塚
跡
か
ら
約
六

0
0
m前
方
の
道
の
右
側
に
地
蔵
堂
が
あ
り
、
中
に
上
戸
の
石
地

，
 



一
日
市
町
に
入
っ
て
い
る
。

蔵
（
総
高
一
．
―

-Ocm
、
花
尚
岩
）
が
鎮
座
し
て
い
る
。
地
蔵
堂
の
南
側
は
旧
河
道
で
あ
り
、

河
岸
段
丘
に
登
る
傾
斜
地
の
た
め
に
上
戸
と
呼
ば
れ
、
古
来
か
ら
の
交
通
の
要
所
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
樹
木
に
お
お
わ
れ
て
樹
陰
を
な
し
て
い
る
地
蔵
堂
は
、

道
路
向
い
の
清
水
と
あ
い
ま
っ
て
、
往
昔
の
旅
人
の
休
息
の
場
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

そ
の
清
水
も
道
路
の
改
良
工
事
に
よ
っ
て
湧
出
が
悪
く
な
っ
た
た
め
、
昭
和
初
期
に
は
廃

止
さ
れ
、
今
は
そ
の
跡
の
み
が
わ
ず
か
に
往
時
の
名
残
り
を
と
ど
め
て
い
る
。
地
蔵
堂
の

狭
い
境
内
に
は
多
く
の
碑
が
置
か
れ
て
お
り
、
中
に
は
、
道
路
の
開
削
工
事
に
と
も
な
っ

て
他
か
ら
移
建
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
（
高

さ
七
五

em、
幅
四
五

em)、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
の
法
華
一
石
書
写
塔
（
高
さ
―
―
―

10

em、
幅
四
八
C
m
)
、
文
化
八
年
(
-
八

0
八
）
の
西
国
三
十
三
所
之
供
養
碑
（
高
さ
七

O
c
m
、

幅
五
五

em)、
同
九
年
の
金
毘
羅
山
碑
（
高
さ
八

Ocm
、
幅
七

Ocm)、
天
保
一
五
年
（
一

-
o
c
m
、
幅
九

Ocm)、
嘉
水
五
年
(
-
八
五
二
）
の
天

照
皇
太
神
・
熊
埜
―
二
社
・
象
頭
山
碑
（
高
さ
一
六
五
Cm

、
幅
一
三

Ocm)
な
ど
の
ほ
か
、

明
治
・
大
正
期
の
石
碑
を
含
め
る
と
一
三
基
に
達
し
て
い
る
。

地
蔵
堂
を
過
ぎ
る
と
、

旧
道
は
県
道
と
分
か
れ
て
左
手
に
入
り
、
稲
瀬
方
面
に
通
じ
る

倉
沢
道
を
横
断
し
、
新
川
付
近
ま
で
の
約
七

0
0
m
の
区
間
（
主
と
し
て
受
宕
地
区
分
）

は
、
道
輻
は
：

．． 

五

m
と
拡
幅
改
良
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

旧
道
と
し
て
の
面
影
を
わ

ず
か
に
と
ど
め
て
お
り
、
現
在
は
鮨
落
や
農
耕
用
の
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

旧
道

が
倉
沢
道
を
横
断
す
る
地
点
に
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
（
高
さ

-
o
o
e
m
、
幅
八

Ocm)、
同
ご
一
年
の
庚
申
塔
（
高
さ
―

o
o
e
m
、
幅
五

Ocm)
が
建
っ

て
い
る
。
新
川
の
先
の
岩
谷
堂
地
区
分
の
旧
道
は
、
耕
地
整
理
に
よ
っ
て
ル
ー
ト
も
消
え

て
い
る
が
、
や
が
て
、
通
称
狼
茶
屋
の
う
し
ろ
に
出
て
県
道
と
合
流
し
、
約
―
〖

1
0
0
m
ほ

ど
進
む
と
、
そ
の
先
は
県
道
か
ら
分
岐
す
る
市
道
と
重
な
っ
て
東
進
し
、
常
光
院
跡
に
つ

き
当
っ
て
左
折
（
北
上
）
し
、

八
四
四
）
の
太
神
宮
碑
（
高
さ

現
在
、

江
刺
市
で
行
な
わ
れ
て
い
る
注
刺
甚
句
祭
は
、

こ
の
火
防
祭
の
変
形
し
た
も
の
と

同
社
は
一
日
市
町
の
産
土
神
で
あ
り
、

府
谷
党
に
お
け
る
火
防
祭
の
じ
神
と
な
っ
て
い
る
。

藩
政
時
代
に
は
一
日
市
町
を
は
じ
め
川
原
町
・
中
町
・
横
町
・
六
日
町
・
鋳
銭
町
・
新

町
の
七
町
が
、
片
岡
村

(iI
刺
市
）
の
中
心
地
で
あ
る
岩
谷
堂
町
を
形
成
し
て
い
た
。
し

か
も
こ
の
地
に
は
、
仙
台
藩
の
対
外
的
防
衛
卜
の
配
咆
か
ら
、

家
臣
で
あ
っ
た
伊
達
（
宕
城
）
氏
が
配
買
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
上
、
岩
谷
堂
は
交
通
の
要

所
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
安
永
二
年
(
-
ヒ
七
二
）
の
片
岡
村
の

下
、
「
安
水
風
土
記
」
と
い
う
）
に
よ
る
と
、
~
「
岩
谷
堂
町
な
気
仙
：
之
道
」
、

5
「
同
町

な
上
口
内
町
A

之
道
」
、
い
「
同
町
合
下
門
岡
村
4

之
道
」
、

□

「
同
町
な
人
首
町
野
手
崎

町
江
之
道
」
、
困
「
同
町
な
上
伊
沢
水
沢
町
d

之
道
」
、
バ
「
同
町
合
黒
石
町
江
之
道
」
、

田
「
あ
づ
ま
海
道
之
由
申
伝
候
古
道
」
と
い
っ
た
七
筋
の
道
が
分
岐
し
て
い
る
。
こ
の
う

さ
て
、

「
安
水
風
土
記
」
に
「
客
殿
南
：
向

ひ
相
建
申
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
真
芍
宗
卜
王
山
常
光
院
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
廃
寺
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
境
内
に
あ
る
馬
頭
観
音
堂
の
破
損
も
評
し
い
。
な
お
、
安
永
二
年
の

同
寺
の
「
苫
出
」
に
よ
れ
ば
、

基
誰
と
中
俄
井
年
月
共
相
知
不
中
候
、
何
年
之
頃
な
真
1

．．
 

ば
ホ
一
罷
成
候
哉
、
是
又
相
知
不

申
候
、

岩
谷
堂
ー
蛤
坂

三
丁
六
間
か
ら
な
る
一
日
市
町
は
、
藩
政
時
代
に
は
主
と
し
て
職
人
町
で
あ
っ

「真一
1

兄
ホ
十
王
山
常
光
院
、
往
古
犬
台
宗
御
座
候
所
、
開

以
前
な
無
住
云
叫
世
代
等
相
知
不
申
候
」
と
あ
り
、
す
で
に
安
｀
水
1

1

年
以
前
か
ら

無
住
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
常
光
院
付
近
に
伝
馬
所
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、

そ
の
位
岡
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

常
光
院
跡
か
ら
約
一
五

0
m
北
に
、
近
世
後
期
の
建
築
と
み
ら
れ
る
秋
葉
神
社
が
あ
る
。

「
安
水
風
土
記
」
に
「
一
秋
葉
山
権
現
、
但
シ
別
当
修
験
秋
葉
院
、
祭
日
六
月
廿
四
日
、

長
五
尺
横
―
二
尺
、
長
床
共
南
ー
向
ひ
相
建
申
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

た
が
、
今
は
そ
の
面
影
も
な
い
。
同
町
の
南
端
に
は
、

ち
の
口
困
の
道
筋
が
旧
道
に
あ
た
る
。

「
風
土
記
御
用
書
出
」
（
以

「
要
害
拝
領
」
の
大
身
の

(2) 
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る
。
安
水
二
年
（
一
七
七
一
―
.
)
の
松
岩
寺
の

「
書
出
」
に
よ
れ
ば
、
同
寺
は
「
永
禄
ト

園
広
場
の
一
部
が
そ
れ
で
あ
る
。

で
あ
る
。

い
う
。
同
社
境
内
に
は
安
永
九
年
（
一
七
八

0
)
の
山
神
碑
、
寛
政
一

0
年
（
一
七
九
八
）

の
甲
子
供
養
塔
、
文
政
五
年
(
-
八
二
二
）

さ
て
、

の
山
神
碑
、
同
八
年
の
湯
殿
山
・
月
山
・
羽

黒
山
碑
（
高
さ
九

Ocm)
、
天
保
四
年
(
-
八
三
「
一
）
の
早
池
峯
碑
、
嘉
、
水
元
年
(
-
八
四

八
）
の
宙
神
碑
、
無
年
号
の
青
面
金
剛
像
（
高
さ
六

O
c
m
、
半
肉
刻
）
な
ど
九
枯
の
石
碑

が
あ
る
。
秋
葉
神
社
の
左
前
方
に
江
刺
病
院
が
あ
る
が
、
そ
の
敷
地
は
藩
の
雑
穀
蔵
の
跡

「
安
水
風
土
記
」
に
よ
れ
ば
、
一
日
市
町
に
雑
穀
御
蔵
（
四
ッ
）
と
御
賀
米
御
蔵

（
＾
ツ
）
、
六
日
町
に
御
買
米
御
蔵
（
ニ
ソ
）
、
川
原
町
に
も
御
買
米
御
蔵
（
一
ツ
）
が
あ
っ

た
と
い
う
。
さ
ら
に
、
一
日
市
町
を
北
進
す
る
と
、
横
町
に
突
き
当
っ
て

T
字
路
と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
こ
を
左
折
し
た
と
こ
ろ
が
代
官
所
跡
で
あ
り
、
現
在
の
江
刺
市
立
児
童
公

旧
道
は
市
道
と
重
な
っ
て
一
日
市
町
を
北
進
し
、
そ
の
北
端
の

T
字
路
を
右
折

し
、
横
町
を
経
由
し
て
六
日
町
と
川
原
町
の
交
叉
点
を
南
進
（
右
折
）
し
、
人
首
川
に
架
か

る
大
橋
へ
と
向
っ
て
い
る
。
横
町
東
端
の
交
叉
点
付
近
が
札
場
跡
で
あ
る
。
藩
政
時
代
の

問
屋
街
で
あ
っ
た
川
原
町
に
は
、
現
在
も
土
蔵
造
り
の
商
家
が
残
っ
て
お
り
、
往
時
の
面

影
を
し
の
ば
せ
て
く
れ
る
。
こ
の
町
の
南
端
に
浄
士
宗
瑠
璃
山
松
岩
寺
が
あ
り
、
そ
の
境

内
に
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
（
高
さ
九

Ocm
、
幅
六

Ocm)
が
あ

年
(
-
五
六
八
）
良
誓
上
人
開
基
」
で
、
本
山
は
仙
台
の
浄
土
宗
成
覚
寺
と
伝
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
安
永
三
年
の
「
江
刺
郡
片
岡
村
増
沢
村
餅
田
村
之
内
、
風
土
記
村
扱
二
無
之
分

書
出
」
（
以
下
、
「
伊
達
左
兵
衛
在
所
書
出
」
と
い
う
）
を
み
る
と
、
松
岩
寺
の
古
碑
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

町
与
松
れ
寺

（
伊
達
）

一
、
石
碑

右
ハ
藤
徳
預
御
給
主
鈴
木
軍
太
先
祖
鈴
木
茂
兵
衛
石
碑
―
『
御
座
候
、
茂
兵
衛
儀
最
初
小
山
ヲ
称

し
巾
候
処
、
右
姉
田
村
れ
扇
太
大
様
心
小
水
御
側
近
相
勤
中
候
付
、
御
家
中
鈴
木
太
郎
左
衛
門

養
弟
被
仰
付
、
義
由
様
御
代
古
内
伊
賀
輿
力
被
召
出
、
延
宝
七
年
死
去
仕
條
、
茂
兵

衛
死
後
、
右
石
碑
d

右
点
太
夫
様
よ
り
御
自
筆
之
御
詠
歌
被
成
下
、
其
糊
直
々
切
付
置
候
由
、

当
時
ハ
苔
む
し
被
成
共
、
御
詠
歌
ハ
相
見
得
申
候

「
書
出
」
に
は
、

一
方
、
光
明
寺
の
西
側
に
真
合
11

宗
岩
庄
戸
山
多
聞

写
無
名
の
ミ
残
る
印
の
石
の
本
に

と
む
ら
ふ
物
は
松
風
の
音

と
こ
ろ
で
、

「
書
出
」
を
か
か
げ
て
お
こ
う
。

「
安
水
風
土
記
」
に
「
一
土
橋
長
廿
弐
間
、
横
弐
間
半
、
但
シ
片
岡
村

之
内
、
岩
谷
堂
町
合
村
々
d

之
通
路
」
と
記
さ
れ
て
い
る
大
橋
を
渡
る
と
、
道
は
三
叉
路

と
な
り
、
す
ぐ
右
折
し
て
南
進
す
る
の
が
黒
石
道
、
東
南
に
進
む
の
が
気
仙
街
道
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
旧
道
は
す
ぐ
左
折
し
、

橋
に
至
る
。
こ
の
間
、
大
橋
か
ら
約
―
―

10
0
m
離
れ
た
東
方
の
丘
陵
上
に
曹
洞
宗
大
蔵
山

光
明
寺
が
あ
る
。
こ
こ
は
岩
谷
堂
邑
主
岩
城
氏
の
蒋
提
寺
で
あ
り
、
同
氏
歴
代
の
位
牌
多

数
を
蔵
し
て
い
る
。
な
お
、
本
堂
は
明
治
初
期
の
大
火
に
よ
っ
て
焼
失
し
、

は
明
治
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
裏
の
墓
地
に
は
、
岩
城
氏
歴
代
の
墓
碑
三
〇

余
甚
が
建
っ
て
い
る
。
次
に
、
安
永
―
一
年
の
光
明
寺
の

大
蔵
山
光
明
寺

応
永
年
中
月
泉
開
基
一
御
座
候
所
、
天
正
年
中
殿
堂
法
系
共
焼
失
仕
候
―
ー
付
、
仙
台
松
音
寺
三

代
臭
山
和
尚
中
興
開
甚
二
御
座
候

一
、
片
岡
村

一
、
本
山
仙
台
曹
洞
宗
松
音
寺

但
シ
往
古
ハ
同
郡
黒
石
村
正
法
寺
末
寺
―
御
座
條
と
申
伝
候
、
天
正
拾
四
年
な
右
松
音
寺
末
寺

御
座
候
、
但
シ
光
明
寺
末
寺
無
之
俣
事

一
、
最
初
之
地
同
郡
田
谷
村
御
座
候
由
申
伝
候
、
何
年
之
頃
此
地
d

移
転
仕
候
哉
、
年
月
相
知
不

中
候

こ
の
光
明
寺
の
裏
手
が
江
刺
市
の
向
山
公
園
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
昭
和
四

0
年
に
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
古
民
家
と
し
て
、
岩
谷
堂
地
方
の
直
屋
の
代
表
的
な
遺
構

を
示
す
後
藤
家
が
移
策
さ
れ
て
い
る
。

寺
が
あ
る
。
安
永
二
年
の
同
寺
の

人
首
川
の
右
側
に
沿
う
て
北
東
へ
と
進
み
、
増
沢

現
存
の
も
の
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同 角
に
は
、

真
言
宗
岩
屋
戸
山
多
聞
寺

嘉
祥
年
中
慈
覚
大
師
開
基
、
犬
台
宗
御
庫
候
所
、
及
退
転
真
讀
宗
一
「
罷
成
候
、
何
年
之
頃
な
真

全
口
宗
―
相
改
候
哉
、
分
明
不
相
知
候
、
犬
和
弐
年
な
山
城
国

t
之
醒
醐
報
息
院
殿
直
末
寺
罷
成

候
、
間
基
な
第
一
世
迄
之
間
、
祉
代
相
知
不
申
候

一
、
片
岡
村

一
、
本
山
山
城
国
上
醍
醐
真
言
宗
報
恩
院
殿

一
、
門
徒
同
村
医
王
山
童
染
寺

一
、
門
徒
同
村
十
王
山
常
光
院

一
、
古
什
物
六
品

一
、
金
色
不
動
之
絵
像
一
幅
但
シ
弘
法
大
師
筆

＇
ヶ
ヒ
不
リ

一
、
刷
手
捻
不
動
之
絵
像
一
幅
但
シ
右
同
筆

一

、

彩

色

絵

之

不

動

二

幅

但

シ

右

同

筆

一、
□

大

尊

絵

像

一

幅

但

シ

右

同

筆

一
、
両
界
種
子
蔓
荼
羅
二
幅
但
シ
右
同
筆

一

、

愛

染

明

王

絵

像

一

輻

但

シ

天

台

智

証

大

師

筆

一
、
開
基
慈
覚
大
師
（
以
下
略
）

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

明
治
初
年
の
大
火
で
焼
失
し
た
ま
ま
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
は
そ

の
跡
の
ほ
と
ん
ど
が
市
の
施
設
に
転
用
さ
れ
て
い
て
、
往
昔
の
面
影
は
な
い
。
境
内
の
一

「
安
水
風
土
記
」
に
「
別
当
多
聞
寺
、
祭
日
六
月
朔
日
合
三
日
迄
、
三
間
四
面
、

長
床
門
鳥
居
共
南
iI
向
ひ
相
建
中
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
毘
沙
門
堂
が
あ
り
、
そ
の
付
近

に
は
元
禄
一
六
年
（
一
七

0
三）

徳
三
年
（
一
七
―
―
―
-
）

の
奉
供
養
庚
中
碑
（
高
さ
―

o
o
e
m
、
幅
六

O
c
m
)
、
正

の
梵
字
供
養
碑
（
高
さ
九
五

em
、
幅
五
五

cm)
、
享
保
一
七
年
（
一

七
三
二
）
の
奉
供
養
庚
申
碑
（
高
さ
七

O
c
m
、
幅
六
五
C
m
)

、
同
年
の
奉
供
養
愛
染
明
王
碑

（
高
さ
七
五

cm
、
幅
四

O
c
m
)
、
寛
延
↓
生
年
（
一
七
四
九
）
の
奉
供
養
己
巳
碑
（
高
さ
六
五

em
、
輻
六

O
c
m
)
、
安
水
六
年
（
一
し
七
七
）
の
庚
申
己
巳
供
養
塔
（
高
さ
九
五

em
、
幅
四

五

em)
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）

八
年
(
-
八
一

の
庚
申
供
養
塔
（
古
向
さ
八

O
c
m
、
幅
五

O
c
m
)
、
文
化

-
）
の
湯
殿
山
・
金
毘
羅
・
金
華
山
碑
（
高
さ
―

ofiem
、
幅
六
五

em)
、

一
年
の
馬
煩
観
世
音
碑
（
高
さ
六

O
c
m
、
幅

fioem)
、
嘉
、
水
五
年
(
-
八
几
一
）
の
山

神
碑
（
高
さ
八

O
c
m
、
輻

fL
五
C
m
)

、
文
久
：
生
＇
（
一
八
六
：
：
）
の

lf誌
叫
観
枇
音
碑
（
高
さ

だ
け
で
あ
る
。

文
化
六
，
亡
年

甲
子

己
巳

庚
申

五
月
朔
日

--i 

七
O
c
m
、
幅
五

O
c
m
)
な
ど
の
石
碑
一
七
基
が
放
置
さ
れ
て
い
る
。

の
前
面
に
は
、
道
標
を
か
ね
た
文
化
六
年
(
-
八

0
九
）
の
庚
申
碑
（
高
さ
一
八

O
c
m
、

幅
上
部
―

.-Ocm
、
下
部
五
一

・-cm
、

「
伊
達
左
兵
衛
在
所
苫
出
」
を
み

さ
ら
に
、
毘
沙
門
堂

肘
さ
―

O
c
m
、
井
内
石
）
が
建
っ
て
い
る
。
こ
の
碑
の

項
部
は
約
二
＼
三

O
c
m
欠
損
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
も
と
は
大
橋
の
東
詰
に
あ

っ
た
も
の
で
あ
る
。
碑
面
に
は
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

岩
谷
堂
町

右
ハ
東
山
さ
る
沢

中
ハ
い
て
町
け
せ
ん

左
ハ
人
か
へ
と
を
の

小
車
屋
久
助

L— 

と
こ
ろ
で
旧
道
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
大
橋
の
東
た
も
と
で
左
折
し
、
向
山
の
麓
を
人

首
川
に
沿
っ
て
遡
上
し
、
重
染
寺
跡
を
経
て
約
一

0
0
m
ほ
ど
で
増
沢
橋
（
裏
町
橋
）
に

至
る
。
こ
こ
が
藩
政
時
代
の
片
岡
村
と
増
沢
村
（
と
も
に
江
刺
市
）
と
の
境
で
あ
っ
た
。

同
橋
の
北
詰
に
位
置
す
る
前
田
町
は
往
時
の
足
軽
町
で
あ
る
。
現
存
す
る
足
軽
屋
敷
は
一

軒
の
み
で
あ
る
が
、
わ
ず
か
に
往
昔
の
面
影
を
し
の
ば
せ
て
く
れ
る
。
こ
れ
と
て
も
、
現

今
の
改
築
ブ
ー
ム
の
中
で
や
が
て
消
滅
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
す
み
や
か
に
保
存
の
策
を

重

染

寺

溝
ず
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
増
沢
橋
は
「
安
永
風
土
記
」
に
「
一
土
橋
、
長
拾
八
間
、
横
弐

間
半
、
但
シ
右
同
所
（
岩
谷
堂
町
）
な
増
沢
村
d

之
通
路
、
橋
半
分
片
岡
村
分
」
と
あ
る

よ
う
に
、
以
前
は
木
造
士
橋
で
あ
っ
た
が
、
数
年
前
に
木
造
板
橋
（
長
さ
約
二
九

m
、
幅

・
九

m
)

に
架
け
替
え
ら
れ
た
。
現
在
は
人
首
川
の
西
岸
に
新
し
く
県
道
が
開
か
れ
て

い
る
た
め
（
八
甲
切
通
し
）
、
こ
の
橋
は
わ
ず
か
に
地
域
住
民
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
て
い
る

増
沢
橋
か
ら
約
四

0
0
m
西
の
館
山
（
標
高
一
ー
五

m
余
）
の
中
腹
に
、
江
刺
城
（
岩

城
館
）
跡
が
あ
る
が
、
現
在
は
岩
谷
堂
高
校
の
グ
ラ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
た
め
旧
態
を
と

ど
め
ず
、
わ
ず
か
に
堀
の
＾
部
を
残
す
の
み
で
あ
る
。

る
と
、
こ
の
館
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
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そ
の
後
、

野
付
近
で
県
道
と
合
流
し
、
そ
の
先
は
県
道
の
北
側
を
走
る
市
道
と
ほ
ぼ
菫
な
っ
て
進
み
、

ふ
た
た
び
県
道
と
合
流
し
な
が
ら
新
山
神
社
前
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
前

丸
橋
の
先
は
、

耕
地
整
理
に
よ
っ
て
道
筋
も
消
え
失
せ
て
定
か
で
は
な
い
が
、

や
が
て
中

時
代
の
増
沢
村
と
次
丸
村
（
と
も
に
江
刺
市
）
の
境
と
な
っ
て
い
た
高
困
放
坂
を
登
り
つ

居
前
を
経
由
し
て
蛤
坂
を
く
だ
り
、

ふ
た
た
び
県
道
と
合
流
し
て
い
る
。

そ
の
間
、

藩
政

で
、
県
道
と
分
か
れ
て
そ
の
左
側
の
高
附
敷
の
坂
を
登
り
、
高
杉
塚
と
玉
崎
駒
形
神
社
自
：

に
他
か
ら
移
建
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
峯
山
碑
（
高
さ

つ
い
て
「
伊
達
左
兵
衛
在
所
書
出
」
は
、

e
m
、
幅
三

O
c
m
、
六
面
石
）
と
岩
城
氏
の
奉
祀
し
た
と
伝
え
る
八
幡
社
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に

w館
ト
丸
之
内

一
、
八
幡

右
別
打
と
巾
茂
無
之
、
木
丸
番
之
小
人
組
之
内
始
末
什
候
、
窮
ハ
ポ
面
小
ク
島
居
共
南
向
、

祭
リ
日
八
月
十
五
日
二
御
座
候

本
丸
之
内

．
、
石
碑

右
ハ
六
角
―
―
而
、
土
際
よ
り
之
高
サ
四
尺
五
寸
程
、
阻
：
．
面
―
一
梵
字
片
文
字
有
之
、
壱
面
―
四

郎
三
郎
い

5
と
有
之
、
壱
面
二
年
号
不
分
―
―
候
得
共
、
延
慶
・
一
年
六
月
十
五
日
と
相
記
し
、
外

之
ビ
豆
向
梵
字
文
字
共
一
見
得
兼
巾
候

と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
館

F
に
は
家
臣
町
（
桜
小
路
）
の
一
部
が
残
っ
て
お
り
、
家

中
屋
敷
が
旧
態
の
ま
ま
一
戸
現
存
し
て
い
る
が
、
こ
れ
と
て
も
近
い
将
来
消
滅
の
運
命
に

あ
る
の
で
、
緊
急
に
そ
の
保
存
策
を
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

増
沢
橋
を
渡
り
、
前
田
町
を
北
上
す
る
旧
道
は
、
県
道
と
合
流
す
る
手
前
約
一

0
0
m

の
と
こ
ろ
で
右
折
し
、
人
首
川
に
架
か
る
小
名
丸
橋
ま
で
進
む
。
右
折
し
て
か
ら
約
一

0
0

m
の
間
は
輻
ニ
・
五

m
の
旧
道
が
現
存
し
、
昔
日
の
面
影
を
よ
く
と
ど
め
て
い
る
。
小
名

こ
の
館
跡
か
ら
二

0
0
m
北
東
に
、
延
慶
四
年
（

1
)
の
古
碑
（
高
さ
一

1
〖

1
0

一
、
居
館
片
岡
村
之
内
岩
谷
堂
要
害
之
地
＿
御
咄
條

右
ハ
往
古
よ
り
ふ
刺
之
本
城
叶
り
ケ

nt
と
巾
由
心
皿
有
之
候
処
、

K
正
年
中
ハ
葛
西
家
几
刺
兵

庫
信
恒
と
申
者
居
城
二
御
座
候
、
同
十
八
年
秀
吉
公
葛
西
家
御
征
府
之
節
、
大
谷
刑
部
少
輔
縄

張
之
城
之
由
巾
伝
候
、
其
以
後
右
領
分
木
村
伊
勢
守
~
被
下
、
同
人
よ
り
佐
瀬
伯
者
、
粟
野
九

左
衛
門
と
申
者
城
代
二
指
漑
條
処
、

1

両
年
之
内
枯
西
之
諸
浪
人
百
姓
一
揆
ー
付
、
両
人
没
落

之
由
、
其
後
貞
山
様
御
領
―
相
成
、
猪
苗
代
長
門
と
申
人
は
被
下
條
由
ハ
相
見
得
候
得
共
、

右
居
住
之
品
ハ
相
知
不
中
候
、
丈
以
ぺ
本
折
摂
津
政
長
~
被
ド
娯
由
l
t
l伝
娯
、
人
よ
り
古
田
伊
．
豆
、

増
田
将
監
宗
繁
、
藤
田
但
男
、
古
内
伊
賀
等
段
々
之
城
代
被
指
閥
候
様
中
伝
候

ガ
治
弐
年
八
月
廿
八

11

雄
山
様
御
代
、
茂
庭
固
防
を
以
左
兵
衛
宗
規
布
要
市
ぃ
致
拝
領
、
寛
文

七
年
取
移
以
米
当
時
迄
代
々
住
居
仕
候

田
町
の
西
側
を
走
る
県
道
の
左
丘
上
に
稲
荷
社
が
あ
り
、
小
名
丸
橋
か
ら
―

-
f
i
o
m
東
の

地
点
に
毘
沙
門
堂
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
中
世
の
作
と
い
わ
れ
て
い
る
一
木
彫
の
毘
沙
門

犬
像
が
本
尊
と
し
て
安
閥
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
中
野
地
内
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
耕
地

整
理
に
よ
っ
て
旧
道
は
消
失
し
、
そ
の
痕
跡
す
ら
と
ど
め
て
い
な
い
が
、
県
道
の
東
側
の

さ
一

畑
の
一
角
に
、
宝
永
五
年
（
一
七

0
八）

-
o
e
m
、
輻
八
五

cm)
、
享
保
四
年
(
-
ヒ
一
九
）
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
（
高
さ
九
〇

の
熊
野
―
二
所
大
権
現
・
政
頭
山
・
大
峯
山
碑
（
高

e
m
、
輻
六
五
e
m
)
、
宝
暦
ー
ニ
年
(
-
七
六
ー
ー
）
の
同
碑
（
高
さ
七
五

cm
、
幅
六

O
c
m
)
、

・
大
明
七
年
(
-
七
八
し
）
の
同
碑
（
高
さ
六

O
c
m
、
輻
五

O
c
m
)、
文
政
五
年
(
-
八
―
―
―
-
）

野
詣
の
記
年
銘
碑
と
し
て
は
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
石
碑
群
か
ら
約
八

0
0
m
ほ
ど

北
東
に
新
山
神
社
が
あ
り
、
こ
こ
は
旧
増
沢
村
の
鎮
守
で
あ
っ
た
。
同
社
境
内
に
は
享
保

□

年
の
庚
中
碑
（
高
さ
八

O
c
m
、
輻
三
五
e
m
)
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
の
愛
宕
山
大
権

現
碑
（
高
さ
．
一

O
c
m
、
輻
七

O
c
m
)
、
同
七
年
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
（
高
さ
―

;.Ocm
、

幅
七
五
e
m
)
、
文
化
二
年
(
-
八

0
五
）
の
梵
字
供
養
碑
（
高
さ
四
五

cm‘
輻
四
五
e
m
)
、
同

―
二
年
の
庚
申
碑
（
高
さ
八

O
c
m
、
幅
―
二
五

cm)
、
文
政
五
年
(
-
八
二
二
）
の
金
毘
羅
山

碑
（
高
さ
―

-
O
c
m
、
幅
四
五
e
m
)
、
文
政

□

年
の
山
神
碑
（
高
さ
七

O
c
m
、
幅
五

O
c
m
)
、

天
保
七
年
(
-
八
三
六
）
の
馬
頭
観
世
音
碑
（
高
さ
七
五
e
m
、
幅
六
五

cm)
、
同
一
―
一
年
の

一
丘
Cm

、
輻
―
二
五
C
m
)
、
弘
化
四
年
(
-
八
四
七
）
の
天
照
皇
太
神

碑
（
高
さ

1

四
五
e
m
、
輻
八

O
c
m
)
、
文
久
二
年
(
-
八
六
一
．
）
の
馬
頭
観
世
音
碑
（
高
さ

―
二
o
e
m
、
幅
四

O
c
m
、
六
角
柱
）
な
ど

1

九
甚
が
あ
る
。
そ
の
多
く
は
道
跨
工
事
の
際

さ
て
旧
道
は
、
新
山
神
社
の
辺
か
ら
ほ
ぼ
県
道
と
重
な
っ
て
約
六

0
0
m
進
ん
だ
地
点

あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

な
お
、
宝
永
五
年
の
石
碑
は
、
江
刺
市
内
に
お
け
る
熊

の
金
毘
羅
山
碑

高
さ
八

O
c
m
、
幅
六

O
c
m

な
ど
が

一
列
に
並
ん
で
お
り
、

旧
道
筋
で
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め
た
所
、
ち
ょ
う
ど
新
山
神
社
か
ら
約
―

km
北
東
の
地
点
に
高
杉
塚
が
あ
る
。
こ
れ
が
四

町^
1
1

州
で
、
ヒ
里
塚
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
堀
割
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

旧
道
の
左
側
に
一
珪
（
東
西
約
六

m
、
南
北
約
五

m
)

だ
け
残
存
し
、
そ
の
頂
卜
に
文
政

三
年
(
-
八
．
パ

0
)

の
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
。
高
杉
塚
を
前
後
す
る
約
六

0
0
m
の
区
間
は
、

で
使
用
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
時
の
荷
馬
車
の
通
行
に
よ
っ
て
、
道
幅
は
約
四

m
と
拡
張
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
旧
道
の
面
影
が
よ
く
残
さ
れ
て
い
る
。

旧
次
丸
村
の
鎮
守
で
あ
っ
た
玉
崎
駒
形
神
社
は
、
拝
殿
•
本
殿
・
馬
頭
観
音
堂
・
神
楽

殿
・
境
内
社
・
木
馬
殿
・
宝
物
庫
な
ど
か
ら
な
り
、
地
域
住
民
の
信
仰
の
中
心
地
で
あ
る
。

同
社
境
内
に
は
多
数
の
石
碑
群
が
林
立
し
て
い
る
。
ま
ず
旧
増
沢
村
か
ら
の
参
道
に
は
、

享
保
一
四
年
（
一
七
二
九
）
の
奉
己
巳
供
養
塔
（
高
さ
六
五

cm
、
幅
六
五

em)
、
寛
政
二
年

（
一
七
九

0
)
の
塩
釜
大
明
神
•
最
勝
弁
才
天
・
御
崎
大
明
神
・
早
池
峯
大
権
現
・
愛

宕
大
権
現
供
養
碑
（
高
さ
―
二
五

em
、
幅
―

o
o
e
m
)
、
同
七
年
の
庚
申
碑
（
高
さ
五
五

cm
、

幅
四
五

em)
、
享
和
二
年
(
-
八

0
二
）
の
大
峯
山
大
権
現
碑
（
高
さ
八

Ocm
、
幅
七

Ocm)
、

文
政
一
三
年
(
-
八
三

0
)
の
態
野
三
社
大
権
現
・
金
毘
羅
大
権
現
・
大
峯
山
碑
（
高
さ

一
三
五

cm‘

輻
九

Ocm)、
天
保
九
年
(
-
八
三
八
）
の
馬
頭
観
音
碑
（
高
さ
三

Ocm
、
幅

二
五

cm)
な
ど
の
ほ
か
に
、

次
に
、

の
ほ
か
に
、

橿
神
碑
が
あ
る
。

の
金
毘
羅
宮
碑
（
高
さ
八
五

em
、
輻
六

Ocm)
が
建
っ
て
い
る
。
塚

明
治
期
ま

明
治
四
四
年
の
石
島
居
建
設
世
話
係
碑
と
大
正
五
年
の
祀
馬

旧
次
丸
村
か
ら
の
参
道
に
は
、
享
保
―
二
年
（
一
七
二
七
）
の
南
無
十
一
面
観

世
音
菩
薩
碑
（
高
さ
一
五

Ocm
、
幅
八

Ocm)
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
の
南
無
阿
弥
陀

仏
碑
（
高
さ
ー
一
五

cm、
幅
七

Ocm)、
文
政
二
年
(
-
八
一
九
）
の
金
毘
羅
山
碑
（
高
さ

九

Ocm
、
幅
六

Ocm)
、
天
保
二
年
(
-
八
三
一
）
の
産
神
宮
碑
（
高
さ
八
五
Cm
、
幅
五
五

em)
、
同
年
の
馬
頭
観
音
碑
（
高
さ
．
一

1

五

cm、
幅
二
五

em)
、
天
保

□

年
の
同
碑
（
高
さ
五
五

em
、
輻
二
五

em)
、
弘
化
三
年
(
-
八
四
六
）
の
同
碑
（
高
さ
四
五
Cm

、
幅
二
五

em)

な
ど

明
治
二
五
年
の
青
麻
神
碑
、
同
年
の
月
山
神
社
・
出
羽
神
社
・
湯
殿
山
神
社

碑
、
同
四
四
年
の
観
世
音
碑
、
大
正
一
四
年
の
馬
頭
碑
が
あ
る
。
ま
た
、
同
社
の
境
内
に

、↑,．ー）
1
9
U
,
9
.. 
1
.
-
J
;
:
-
f
、
り
こ
）
）

n

、
心

)
I
I
V

、

t
t
-
i
`
1

〗
怠
ヽ
~
？t
合
馘
ど9
t
l

いi
,

｀
ー
、

i
i
'
`

坪
,
9
4
、
ふU
4
9

~ 蛤
坂
を
く
だ
っ
た
地
点
で
県
道
と
合
流
し
た
旧
道
は
、
そ
の
ま
ま
約
一

0
0
m
進
ん
で

右
手
に
分
岐
し
、
そ
の
先
は
ず
っ
と
県
道
と
罪
な
っ
た
ル
ー
ト
を
東
進
す
る
が
、
そ
の
分

岐
点
の
通
称
木
の
下
に
は
、

碑
（
高
さ
一
七

Ocm
、
幅
一

em
、
幅
七

Ocm)、
文
政
一
―
一
年
(
-
八
一
五
）
の
熊
野
山
大
権
現
・
金
毘
羅
宮
・
大
峯
山

-
o
e
m
)

が
あ
る
。
こ
の
付
近
は
草
地
の
中
に
旧
道
が
残
存

し
、
往
昔
の
面
影
を
と
ど
め
て
い
る
。
こ
の
石
碑
群
か
ら
県
道
と
人
首
川
の
間
を
北
東
に

進
む
旧
道
は
、
や
が
て
中
島
橋
に
至
る
が
、
そ
の
手
前
で
野
手
崎
道
が
分
岐
し
て
い
る
。

そ
の
分
岐
点
の
松
樹
の
根
元
に
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
の
供
養
碑
を
か
ね
た
道
標
（
高

さ
一
三
五

em
、
幅
七

Ocm)
、
文
化
元
年
(
-
八

0
四
）
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
（
高
さ
六
五

em
、
幅
七

Ocm)
、
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
の
同
碑
（
高
さ
二
六

Ocm
、
幅
五

Ocm)
の

三
基
が
建
っ
て
お
り
、
道
標
に
は
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

安
水
元
庚
1

年
七
月
廿
日

大
乗
妙
典
一
字
三
礼
書
写
供
養

幼
住
正
光
拙
静
圃
謹
記

こ
の
道
標
付
近
の
旧
道
は
農
道
に
改
良
さ
れ
て
い
る
が
、
野
手
崎
道
の

jj
は
わ
ず
か
に

旧
態
を
と
ど
め
て
お
り
、
往
昔
の
面
影
が
し
の
ば
れ
る
。

橋
、
長
一
二
間
、
横
弐
間
半
、
但
次
丸
村
之
内
、
岩
谷
常
町
な
人
首
町
J

之
通
用
」
と
記
さ

③
蛤
坂

1
人
首

町
野
手
崎
町
：
之
通
用
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

永
風
土
記
」
と
い
う
）
に
、

「
一
坂

「
安
水
風
土
記
」
に
「
一
中
島

左
の
て
さ
き
道

L— 

右
ひ
と
か
へ
道

つ
づ
く
東
尼
根
に
は
、
中
批
の
真
止
場
（
真
凡
羽
）
館
跡
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
蛤
坂
が
県
道

と
合
流
す
る
手
前
の
旧
道
左
側
に
清
水
が
あ
り
、
現
在
も
飲
用
に
供
さ
れ
て
い
る
。
蛤
坂

に
つ
い
て
は
、
安
永
二
年
（
．
七
七
．
こ
）
の
次
丸
村
の

壱
ヶ
所
、
蛤
坂
、
但
次
丸
村
之
内
な
宕
谷
常
町
人
首

明
和
八
年
（
一
七
七
一
）

の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
（
高
さ
九
〇

「
風
土
記
御
用
t
"
出
」
（
以
下
、
「
安
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0
)
の
金
毘
羅
山
碑
（
古
向
さ
七
四

cm
、
輻
七
七

em)
、
同

道
ら
し
い
面
影
を
わ
ず
か
に
と
ど
め
て
い
る
。

れ
て
い
る
中
島
橋
を
渡
る
と
、

旧
道
は
人
首
川
の
南
側
を
走
っ
て
い
た
が
、
約
．
―

10
0
m
 

ほ
ど
の
区
間
は
道
筋
も
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
後
、
農
道
に
改
良
さ
れ
た
旧
道
筋
を
約
四

0
0
m
東
進
す
る
と
、
安
水
二
年
（
一
じ
七
ニ
ー
）
の
角
掛
村
（
江
刺
市
）
の
「
風
土
記
御

「
一
上
橋
、
長
六
間
、
横
壱
間
半
、
但
岩

経
由
し
て
赤
坂
に
達
す
る
。

谷
堂
町
合
人
首
町
J

之
通
用
」
と
記
さ
れ
た
矢
ノ
目
橋
に
至
り
、
そ
こ
か
ら
信
行
寺
前
を

「
安
水
風
土
記
」
に
「
一
赤
坂
、
但
角
掛
村
之
内
、
人
首
町

な
岩
谷
堂
町
d

之
道
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
赤
坂
の
人
口
に
あ
る
民
家
か
ら

約
五
ー
六

0
0
m
の
区
間
は
、
薮
伊
な
ど
が
繁
茂
し
て
い
て
通
行
不
可
能
で
あ
る
が
、

信
行
寺
か
ら
約
八

0
0
m
東
の
下
樋
茂
井
野
地
内
で
、

神
が
あ
る
。

あ
る
。
境
内
に
は
文
化
一

0
年
(
-
八
一
三
）

碑
二
基
と
文
化
九
年
(
-
八
―
二
）

の
Ill
道
北
側
に
、
文
化

1

・
年
(
-
八

0
五）

用
書
出
」
（
以
下
、
「
安
永
風
土
記
」
と
い
う
）
に
、

旧

旧
道
は
農
道
に
改
良
さ
れ
た
道

筋
を
東
進
し
、
六
百
刈
田
の
七
里
塚
に
至
る
が
、
そ
の
間
の
樋
茂
井
野
地
内
に
大
塚
大
明

「
安
水
風
土
記
」
に
「
一
明
神
社
、
但
別
当
地
主
御
百
姓
彦
左
衛
門
、
祭
日
九

月
廿
二
日
、
社
三
尺
四
面
、
鳥
居
共
南
向
一
相
立
申
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
で

の
大
塚
稲
荷
大
明
神
碑
（
高
さ
七
五
Cm

、

幅
三

Ocm)、
同
一
四
年
の
金
華
山
塔
（
高
さ
七
五

cm、
幅
四
八

cm)、
文
政
三
年
(
-
八
二

一
年
の
山
神
碑
（
高
さ
六

Ocm
、

幅
五

Ocm)、
嘉
水
二
年
(
-
八
四
九
）
の
金
華
山
碑
（
高
さ
六
八

em
、
幅
四
九

cm)
、
文

久
四
年
(
-
八
六
四
）
の
馬
頭
観
音
碑
（
高
さ
三
五
Cm

、
幅
一
五

em)
、
慶
応
三
年
(
-
八

六
七
）
の
馬
頭
観
世
音
碑
（
高
さ
五

O
c
m
、
輻
二
五

em)

な
ど
の
ほ
か
に
、

の
石
燈
籠
二
基
（
火
袋
欠
）
が
あ
る
。

明
治
期
の
石

こ
の
大
塚
大
明
神
か
ら
約
五

0
m
南
を
東
西
に
走
る
旧
道
は
、
そ
の
ま
ま
六
百
刈
田
地

内
を
東
進
し
、
七
里
塚
を
経
由
し
て
羽
山
神
社
入
口
前
で
市
道
と
合
流
し
て
い
る
。
そ
の

合
流
点
に
至
る
約
―
/-km
の
区
間
は
、
現
在
は
農
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
旧
道
の

面
影
が
よ
く
残
っ
て
お
り
、
と
く
に
、
市
道
と
の
合
流
点
付
近
は
幅
ニ
・
五

m
前
後
の

IFl

道
が
、
近
く
の
信
丑
ぎ
の
農
家
と
あ
い
ま
っ
て
往
昔
の
風
情
を
呈
し
て
い
る
。
そ
の
途
中

の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
（
高
さ
六
仕

em
、
幅
四

oem)、
文
政
一

0
年
(
-
八
二
七
）
の
大
明
神
碑
（
高
さ
じ

oem、
幅
―
-
＾
五

cm)、
同
一

;
 10 cm)、
犬
保
―
二
年
(
-
八
一
三
一
）

年
の
熊
野
―
所
大
権
現
・
大
峯
山
大
権
現
・
象
頭
山
大
権
現
碑
（
高
さ
一
七

Ocm
、
輻
一

の
弁
才
碑
（
高
さ
七

Ocm
、
幅
四

Ocm)
、
同
ヒ
年

の
産
神
碑
（
高
さ
七

Ocm
、
輻
五

Ocm)、
同
一

0
年
の
八
幡
宮
大

R
如
来
碑
（
高
さ

fio

em
、
輻
―

-̂Ocm)
、
嘉
水
じ
年
(
-
八
五
四
）

安
政
一
二
年
(
-
八
五
六
）
の
馬
頭
観
祉
音
碑
（
高
さ

lioem、
幅
二
五

cm)
、

こ
の
六
百
刈
田
の
石
碑
群
か
ら
約
二

0
0
m
東
進
し
た
旧
道
の
南
側
に
、
並
木
松
五
本

が
建
っ
て
お
り
、

em、
幅
七

Ocm)、
寛
延
四

の
庚
申
碑
（
高
さ
丘

Ocm
、
幅
四
五

em)
、

明
治
四

0
年

旧
道
筋
で
あ
っ
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
人
首
・
伊

手
道
を
横
断
し
て
約
―

km
余
進
ん
だ
地
点
に
、
六
百
刈
田
の
七
里
塚
が
あ
り
、

側
に
一
基
だ
け
そ
の
名
残
り
を
と
ど
め
て
い
る
。
塚
は
そ
の
北
側
の
畔
卜
約
一

旧
道
の
北

m
の
と
こ

ろ
に
位
閥
し
、
南
側
は
農
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
旧
道
の
改
修
工
事
に
よ
っ
て
、
道

路
面
と
ほ
ぼ
同
一
の
高
さ
と
な
っ
て
い
る
。
径
約
四

m
ほ
ど
で
あ
る
が
、
薮
草
が
繁
茂
し

て
い
て
塚
の
形
は
定
か
で
な
い
。
そ
の
中
心
と
日
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
桜
の
老
木
が
一
本
そ

び
え
て
お
り
、
そ
の
根
元
に
享
保
一
三
年
(
-
七
二
八
）
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
（
高
さ
一

一
五
Cm

、
輻
六

Ocm)
、
安
政
七
年
(
-
八
六

0
)
の
日
十
池
峯
神
社
碑
（
高
さ
六

Ocm
、
幅

四
Ocm)、
万
延
元
年
(
-
八
六

0
)
の
馬
頭
観
世
音
碑
（
高
さ
六
五

em、
幅
四
―
-
C
r
n
)

の

三
基
が
倒
れ
か
か
っ
て
い
る
。
こ
の
塚
な
ど
も
旧
道
関
係
で
は
数
少
な
い
現
存
例
な
の
で
、

貴
重
な
街
道
関
係
の
文
化
財
と
し
て
保
存
を
講
じ
た
い
も
の
で
あ
る
。

六
百
刈
田
の
七
里
塚
か
ら
約
七

0
0
m
北
の
上
樋
茂
井
野
に
曹
洞
宗
懸
角
山
瑞
徳
寺
が

あ
る
。
安
水
二
年
（
一
七
七
一
ご
）
の
同
寺
の

「
文
安
弐
年
二
月
笑

岩
慧
祈
相
尚
開
基
」
で
、
本
山
は
黒
石
村
正
法
寺
と
伝
え
て
い
る
。
本
堂
は
藩
政
時
代
の

建
築
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
境
内
に
は
宝
永
三
年
（
一
七

0
六
）
の
有
縁
無
縁
一
．
一
界
万

霊
碑
（
高
さ
一

1

-

〔

oem、
輻
九
．
一
．
）
、
同
年
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
（
高
さ
今
―

oem、
、
輻

四
Ocm)、
李
保
―

-
0年
（
一
じ
'
-
五
）

寛
保
凡
年
(

4

ヒ
四
一
）
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
（
高
さ
一
こ
一

の
保
食
神
碑
な
ど
が
並
ん
で
い
る
。

の
大
弁
財
犬
女
碑
（
高
さ
八
一

「
書
出
」
に
よ
れ
ば
、

m
、
一
口
田
五
．

m
）、

C

巾＂

c
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年
(
-
ヒ
五
一
）
の
大
乗
妙
典
書
写
供
養
碑
（
高
さ
九
九

cm‘

輻
六
O
c
m
)
、
宝
暦
―
―
一
年

（
一
七
六
二
）
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
（
高
さ
ー

-
o
e
m
、
幅
四
八
C
m
)
、
文
政
八
年
(
-
八

―
-fi)
の
同
碑
（
古
向
さ
一
八
O
c
m
、
輻
六
O
c
m
)
、
天
保
五
年
(
-
八
三
四
）
の
早
池
峯
．

岩
贄
山
大
権
碑
（
高
さ
―
二
六

cm
、
幅
六
ヒ

cm)
、
弘
化
．
―
-
年
(
-
八
四
六
）
の
南
無
阿

弥
陀
仏
碑
（
高
さ
一
六
五

cm
、
幅
八
O
c
m
)
な
ど
一
六
基
の
石
碑
の
ほ
か
に
、
無
年
号
の

首
無
し
地
蔵
（
総
高
―
二
o
e
m
)

や
六
地
蔵
が
建
っ
て
い
る
。
首
無
し
地
蔵
は
同
寺
の
南

方
の
仕
僅
場
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
門
前
に
移
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
旧
道
は
、
六
百
刈
田
の
七
里
塚
か
ら
約
八
0
0
m
東
進
し
た
地
点
で
、
前
述

の
ご
と
く
、
市
道
と
合
流
し
て
い
る
が
、
そ
の
合
流
点
に
文
化
五
年
(
-
八

0
八）

の
羽

山
大
権
現
碑
（
さ
―
―
―
―

-cm
、
幅
七
O
c
m
)
、
文
政
五
年
(
-
八
ニ
―
-
)
の
金
比
羅
大
権
現

碑
（
高
さ
八
五

em
、
幅
七
五

em)
、
文
久
二
年
(
-
八
六
二
）
の
熊
野
山
大
権
現
・
大
峯

山
・
金
毘
羅
宮
碑
（
高
さ
一
三
0
c
m
、
幅
―
一
五
C
m
)
、
同
年
の
山
神
碑
（
高
さ
六
七

cm
、

幅
五
ニ
C
m
)

な
ど
の
ほ
か
に
、
明
治
期
の
石
碑
四
基
が
あ
る
。
こ
の
石
碑
群
か
ら
約
二

0

羽
山
堂
御
林
之
内

「
安
水
風
土
記
」
は
「
一
羽
山
権
現
社
、
但
別

0

m
北
の
長
倉
沢
に
羽
山
神
社
が
あ
り
、

当
地
主
修
験
高
蒋
院
、
祭
日
四
月
八
日
、
九
月
八
日
、
社
壱
間
四
面
、
鳥
居
長
床
共
西
向
ニ

相
建
申
候
」
と
記
し
て
い
る
。
同
社
の
境
内
に
は
文
化
三
年
(
-
八

0
六
）
の
羽
山
権
現

碑
（
高
さ
―
―
―
―

-cm
、
幅
七
O
c
m
)
な
ど
七
碁
の
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。

市
道
と
合
流
し
て
東
南
に
進
む
旧
道
は
、
本
町
か
ら
白
石
沢
を
経
て
法
鏡
印
坂
を
く
だ

り
、
や
が
て
人
首
川
支
流
の
川
子
野
川
を
渡
っ
て
か
ら
伊
手
道
を
横
断
し
、
そ
の
先
は
玉

の
木
沢
地
内
の
な
だ
ら
か
な
坂
を
登
り
、
県
道
か
ら
南
に
約
―

km
離
れ
た
尾
根
を
た
ど
っ

て
東
進
し
て
い
る
。
そ
の
間
の
本
町
付
近
の
旧
道
左
側
に
、
寛
政
―
二
年
(
-
八

0
0
)

の
己
巳
供
養
碑
（
高
さ
二
J

O
cm
、
幅
七
五

cm)
、
天
保
三
年
(
-
八
三
二
）
の
馬
頭
観
音

碑
（
高
さ
四
五

em
、
幅
一
.
-
0
c
m
)
な
ど
六
甚
の
石
碑
が
一
列
に
並
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
法

鏡
印
坂
の
北
側
付
近
に
も
、
享
保
七
年
（
一
七
ニ
―
-
）
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
（
高
さ
一
〇

o
e
m
、
幅
九
O
c
m
)
、
宝
贋
一
年
（
一
七

fi
二
）
の
同
碑
（
高
さ
―
一
五

em
、
幅
六
七
C
m
)
、

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
の
庚
申
塔
（
高
さ
四
五

em
、
幅

:110
cm)
、
年
号
不
明
の
梵
字
供

百
六
こ
よ

k‘
ぅ

K
う
こ
叫

t
1
て
ヽ
る
。

ち
じ
る
し
い
。

さ
て
、

旧
道
で
あ
る
が
、
地
蔵
堂
の
と
こ
ろ
か
ら
約

五

em)
な
ど
八
基
の
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。

三
km
束
進
す
る
区
間
は
、

「風 「七 旧

養
塔
（
高
さ
九
丘

cm‘

輻
四
五

cm)
な
ど
が
あ
る
。
そ
し
て
川

f
野
川
か
ら
約
五
0
0
m

北
東
の
峰
の
後
に
地
蔵
堂
が
あ
り
、
そ
の
中
に
石
地
蔵
（
総
高
：

0
0
 cm、
花
岡
パ
い
）
が

旧
道
に
南
面
し
て
鎮
叱
し
て
い
る
。
周
圃
一
面
が
水
田
化
し
て
い
る
現
在
、
地
蔵
堂
の
あ

る
小
さ
な
森
だ
け
が
目
立
つ
が
、
そ
の
境
内
に
は
延
洋
五
年
（
一
七
四
八
）
の
南
無
阿
弥

陀
仏
碑
（
高
さ
―
―

-
o
e
m
、
幅
六
五

cm)
、
寛
政
一
'

1

年
(
-
八

0
0
)
の
己
巳
供
養
碑
（
高

さ
八
五

em
、
幅
六
五

em)
、
文
化
二
年
(
-
八

0
五
）
金
毘
羅
山
碑
（
高
さ
六
五

cm
、幅―――

道
が
農
道
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
三
七
年
頃
の
耕
地
整
理
に
よ
っ
て
、
道
幅
は

三
1
四

m
と
拡
張
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
並
木
松
が
残
っ
て
お
り
、

往
昔
の
面
影
を
か
す
か
に
し
の
ば
せ
て
く
れ
る
。
そ
こ
か
ら
約
二
0
0
m
ほ
ど
で
、

里
塚
」
を
家
号
と
し
て
い
る
下
谷
地
の
家
子
家
に
至
る
が
、
そ
の
間
の
旧
道
筋
は
定
か
で

な
い
。
家
子
家
の
あ
る
地
点
は
、
六
百
刈
田
の
七
里
塚
か
ら
約
四
km
離
れ
た
と
こ
ろ
な
の

で
、
以
前
に
は
七
里
塚
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
戦
前
の
農
道
改
修
や
近
時
の
新

旧
来
の
地
形
が
一
変
し
て
い
る
た
め
に
、
塚
の
痕
跡
す
ら

道
開
削
工
事
な
ど
に
よ
っ
て
、

と
ど
め
ず
、
た
だ
「
七
里
塚
」
の
家
号
の
み
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
家
子
家
か
ら
約
六

五
0

m
北
の
阪
本
地
内
に
は
、
安
水
二
年
（
一
七
七
三
）
の
人
首
村
（
江
刺
市
）
の

山
ノ
上
諏
訪
社
地
内

「
一
観
音
堂
但
別
当
地
主
御
百

土
記
御
用
書
出
」
（
以
下
、
「
安
永
風
土
記
」
と
い
う
）
に
、

姓
伊
左
衛
門
、
祭
日
三
月
十
七
日
、
堂
三
間
四
面
東
向
、
横
額
筆
者
法
山
和
尚
」
と
記
さ

れ
て
い
る
山
ノ
上
観
音
が
あ
る
。
こ
こ
は
江
刺
―
•
一
三
観
音
の
第
一
八
番
札
所
で
あ
る
。
な

お
、
同
堂
に
祀
ら
れ
て
い
る
仏
像
は
平
安
時
代
の
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
損
傷
が
い

一
方
、
家
子
家
の
と
こ
ろ
で
市
道
と
合
流
し
た
旧
道
は
、
そ
の
ま
ま
市
道
と
重
な
っ
て

約
―
・
o
o
m
進
ん
だ
地
点
で
右
に
分
岐
し
、
そ
の
先
、
旧
道
の
面
影
が
残
る
道
筋
を
約
一

km
東
進
す
る
と
、
雑
木
林
の
中
で
堀
割
状
に
な
っ
て
い
る
旧
道
の
右
側
に
、
宝
暦
一

0
年

（
一
七
六
0
)
の
道
標
（
高
さ
四
O
c
m
、
幅
二
九

cm)
が
北
向
に
建
っ
て
い
る
。
そ
の
道

一
年

t-1月
ゆ
竃
存
灼
開
墓
二
舅
堅
候
、

．．． 
＊
山
、
相
馬
小
高
直
慶
寺
、
末
寺
輌
闘
座
候
一
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歴
代
の
位
牌
所
で
あ
り
、
安
永
二
年

（
一
七
七

の
同
寺
の

「
書
出
」
は
、

「
慶
長
十

右
の
う
ち
、

人
首
川
西
料
の
丘
険
中
腹
に
あ
る
龍
首
山
自
徳
寺
は
、
人
首
館
主
沼
辺
氏

一
右
御
同
人
様
御

F
中
、
剌
甚
示

自
徳
寺
、
客
殿
門
共
―
『
東
向
―
一
相
立
申
候
、
横
額
筆
者
禅
達
和
尚

-”5辺
越
後
様
御
卜
中
、
貞
・
ば
字

福
泉
寺
、
客
殿
丑
宙
で
向
相
立
申
候

て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

あ
る
。
同
社
に
つ
い
て

「
安
永
風
土
記
」
は
、

(4) 

人
首
町
南
端
に
達
す
る
。

御
座
候
」
と
あ
る
御
預
足
軽
町
を
経
て
、

こ
の
道
標
を
す
ぎ
る
と
、

旧
道
は
左
に
ほ
、
、
直
角
に
カ
ー
フ
し
て
や
が
て
市
道
と
合
流

し
、
そ
の
ま
ま
市
道
上
を
東
北
に
進
み
、

様
御
預
御
足
軽
、
家
数
弐
拾
軒
、
馬
場
と
中
所

人
首

1
種
山
七
里
塚

「
安
水
風
土
記
」
に
「
一
御
同
人
（
沼
辺
越
後
）

人
首
町
は
人
首
川
の
東
岸
で
、
か
つ
館
山
の
西
麓
を
北
東
に
の
び
る
一
本
町
で
あ
る
が
、

藩
政
時
代
は
仙
台
藩
の
菫
臣
（
「
所
拝
領
」
）
で
あ
っ
た
沼
辺
氏
の
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
町

の
北
部
右
側
に
人
首
番
所
が
あ
っ
て
、
人
馬
貨
物
の
取
締
り
に
あ
た
っ
て
い
た
。
現
在
は

遺
構
ら
し
き
も
の
は
何
―
つ
な
い
。
ま
た
。
町
の
東
裏
丘
陵
上
に
沼
辺
氏
の
人
首
館
跡
（
標

高
三

0
0
m
、
東
西
二
五

0
m
、
南
北
一
―

-
0
m
)
が
あ
り
、
そ
の
東
続
き
に
白
山
社
が

冶
辺
越
後
様
御
居
館
続
御
除
射
敷
之
内

「
一
白
山
権
現
、
但
別
当
地
主
御
百
姓
久

吉
、
祭
日
一
二
月
一
二
日
、
長
床
蒻
居
共
南
向
一
相
建
申
候
、
横
額
筆
者
当
村
自
徳
寺
先
住
一

桃
和
尚
」
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
安
永
風
土
記
」
を
み
る
と
、

「
寺
弐
ヶ
寺
」
と
し

山
中
に
無
年
号
の
道
標
（
古
向
さ
四
五

cm
、
幅
三
五
C
m
)

が
あ
り
、
そ
れ
に
は
「
向

～伊

r越
）

～

気

仙

）

｛

達

）

山
み
ち
い
て
こ
へ
道
、
左
ハ
東
山
け
せ
ん
口
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

道
筋
が
旧
道
に
あ
た
る
。

L_  

向

左

～伊

F
}

い
て
東
山
道

八
月
：
：
卜

H

イi

荏
五
＂
卜
犬

ヽ
．
~

9

9

 

＇ 
[
＂
{
，

9
'
i
 

い
は
や
と
う
道

こ
の
道
標
付
近
か
ら

右
ハ

一
年
十
二
月
仲
庵
存
的
開
基
二
御
座
候
、
…
本
山
、
相
馬
小
古
向
道
慶
寺
、
末
寺
無
御
咆
候
」

一
方
、
法
門
山
福
泉
寺
は
、
こ
の
自
徳
寺
か
ら
約
じ

0
0
m
東
南
の
馬

場
に
あ
っ
た
が
、

出
」
に
よ
れ
ば
、

明
治
年
間
に
廃
絶
し
、
寺
号
は
遠
野
に
移
さ
れ
た
。
な
お
、
同
寺
の
「
t
"

「
慶
長
拾
壱
年
布
海
法
印
建
立
、
何
月
と
申
儀
ハ
相
知
不
申
候
、
…
本

山
、
大
和
国
長
谷
寺
小
池
坊
、
末
寺
無
御
附
候
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
藩
政
時
代
の
人
首
町
に
は
六
筋
の
道
が
あ
っ
た
。
「
安
、
水
風
七
記
」
に
、

|
「
一
五
輪
、
人
首
町
合
当
郡

(
K
閉
伊
郡
）
遠
野
町

r
之
道
、
此
所
御
境
御
番
所
、
御

兵
具
被
相
渡
、
御
役
人
様
御
勤
仕
被
成
岡
候
」
、
⑰
「
一
黒
木
、
人
首
町
な
野
手
崎
町
Jt

当

郡
田
瀬
村
d

之
道
」
、
い
「
一
木
．
戸
脇
、
人
首
町
な
伊
F

町
—
之
道
」
、
□
「
．
庄
~
馳
、
人

首
町
な
岩
谷
堂
町
d

之
道
」
、
中
「
一
鹿
喰
、
人
首
町
な
野
手
崎
町
A

之
道
」
、
バ
「
一
板

橋
、
人
首
町
な
気
仙
郡
世
田
米
町
A

之
道
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
り
、
う
ち
口
と
バ
の

さ
て
、

人
首
町
の
南
端
で
桝
形
状
に
右
折
す
る
旧
道
は
、
福
泉
寺
跡
の
北
側
を
東
進
し

て
市
道
と
合
流
す
る
が
、
そ
の
間
の
旧
道
は
畦
や
薮
地
と
な
っ
て
い
て
、
徒
歩
で
の
通
行

む
旧
道
は
、

も
困
難
で
あ
る
。
市
道
と
の
合
流
点
か
ら
約
六

0
0
m
ほ
ど
市
道
と
菫
な
っ
て
東
南
に
進

や
が
て
古
館
で
市
道
か
ら
左
手
に
分
岐
し
て
い
る
が
、
そ
の
分
岐
点
付
近
の

さ
ら
に
東
南
に
進
む
と
、
長
下
の
七
里
塚
跡
に
達
す
る
。
塚
は
昭
和
三

0
年
頃
の
水
田
開

発
と
市
道
の
付
替
工
事
な
ど
に
よ
っ
て
消
滅
し
、
今
は
そ
の
痕
跡
す
ら
と
ど
め
て
い
な
い
。

こ
の
七
里
塚
跡
に
至
る
約
七

0
0
m
ほ
ど
の
区
間
の
旧
道
は
、
現
在
廃
道
と
な
っ
て
い
る

が
、
市
道
の
東
側
の
山
林
中
に
か
す
か
に
残
っ
て
お
り
、
往
昔
の
面
影
が
わ
ず
か
に
感
し

ら
れ
る
。

旧
道
は
長
下
じ
里
塚
跡
付
近
で
市
道
と
合
流
す
る
が
、
そ
の
三
叉
路
付
近
の
道
粋
北
側

の
路
一
l
r
i
に
、
文
化
．
二
年
(
-
八

0
六
）
の
大
弁
才
葬
犬
・
八
掛
本
け
•
愛
宕
大
権
現
碑
（
古
向

さ
―
―
1
-
o
c
m
、
幅
七
八
C
m
)
、
同
一
―
一
年
の
十
三
仏
像
線
刻
碑
（
高
さ
―
―
一
五
Cm

、
幅
六
六

---, 

と
伝
え
て
い
る
。

標
に
は
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
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里
塚
へ
と
向
っ
て
い
る
。

横
断
し
て
滝
壺
に
至
り
、

さ
ら
に
人
首
川
東
岸
の
山
居
館
下
を
経
由
し
て
、
県
道
の
右
側

を
流
れ
る
人
首
川
に
沿
っ
て
遡
上
し
な
が
ら
二
又
番
所
跡
に
達
す
る
。
人
首
川
北
岸
の
山

裾
に
あ
る
番
所
跡
は
、
現
在
水
田
化
さ
れ
て
い
る
た
め
そ
の
痕
跡
す
ら
と
ど
め
て
い
な
い
。

な
お
、
こ
の
番
所
跡
の
西
方
に
位
閥
す
る
九
才
坂
の
道
跨
脇
に
は
、
文
政
―
―
二
年
(
-
八

三

0
)
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
（
高
さ
九
五

em、
幅
六

O
c
m
)、
天
保

□

年
の
山
神
碑
（
高
さ

-ooem、
幅
六
五

em)、
安
政
三
年
(
-
八
五
六
）
の
己
待
塔
（
高
さ
―

ooem、
幅
六

oem)、
無
年
号
の
南
無
三
世
一
切
諸
仏
碑
（
高
さ
―

-oem、
幅
四

O
c
m
)
な
ど
の
ほ
か

に
、
馬
頭
観
世
音
碑
（
高
さ
七

O
c
m
以
下
）
七
基
が
建
っ
て
い
る
。

旧
道
は
二
又
番
所
跡
か
ら
約
七

0
0
m
東
進
し
た
と
こ
ろ
で
、

人
酋
川
支
流
の
山
本
川

を
渡
っ
て
山
本
七
里
塚
に
達
す
る
。
塚
は
昭
和
の
初
期
ま
で
旧
道
の
両
側
に
あ
っ
た
と
い

う
が
、
今
は
な
い
。
な
お
、
山
本
橋
の
南
詰
に
は
、
山
本
七
里
塚
の
右
側
の
塚
頂
に
あ
っ

た
と
い
う
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
の
青
面
金
剛
童
子
碑
（
高
さ
一
五

O
c
m
、
幅
三

O
c
m
)

の
ほ
か
に
、
窄
保
三
年
（
一
七
一
八
）

の
馬
頭
観
音
碑
（
高
さ
―

ooem、
幅
ヒ
五

em)、

同
二

0
年
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
（
高
さ
九

O
c
m
、
幅
四
五

em)、
文
政
ご
年
(
-
八
二

0
)

の
男
頭
観
音
碑
（
高
さ
七

O
c
m
、
幅
．
二
八

cm)
、
文
政

□

年
の
同
碑
（
高
さ
六
五

cm
、
幅
五

五

em)、
天
保

□

年
の
同
碑
（
高
さ
五
五

cm
、
幅
二

oem)
な
ど
七
基
が
倒
伏
し
て
い
る
。

こ
の
山
本
橋
南
詰
の
古
碑
群
の
と
こ
ろ
か
ら
東
へ
約
八

0
0
m
の
間
、

る
が
、
そ
の
先
は
ほ
と
ん
ど
通
行
不
可
能
で
、

種
山
七
里
塚
は
、

旧
道
が
残
っ
て
い

山
本
川
に
沿
っ
て
遡

t
し
な
が
ら
種
山
七

山
本
七
里
塚
跡
か
ら
四
k
m
東
方
の
標
品
ヒ
一

0
m
の
が
原
地
帯
に
あ

り
、
ほ
ぼ
円
形
を
な
し
て
二
基
現
存
し
て
い
る
。
右
側
の
塚
は
高
さ
一
・
七

m
、
径
約
七

・
ニ
m
、
左
側
の
塚
は
高
さ
―
•
五
m
、
径
約
六
・
八

m

の
規
模
で
あ
り
、
両
塚
の
間
隔

が
て
千
能
沢
が
小
股
川
と
合
流
す
る
手
前
の
長
崎
に
達
す
る
が
、

そ
の
間
の
坂
道
に
つ
い

査
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

沢
」
（
小
股
川
）
に
挟
ま
れ
た
尼
根
伝
い
を
東
南
に
く
だ
る
旧
道
は
、

「
千
六

a間
」
で
板

種
山
七
里
塚
の
あ
る
付
近
一
帯
は
草
原
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ
こ
か
ら
約
ー
・
五
k
m

東
南
の
物
見
山
（
種
山
、
標
高
八
七

0
m
)
の
大
府
が
み
え
る
。
往
昔
の
旅
人
が
目
椋
と

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
物
見
山
の
と
こ
ろ
が
仙
台
藩
領
と
盛
岡
藩
領
と
の
境
で
あ
っ

旧
道
は
種
山
七
里
塚
か
ら
南
下
し
て
、
物
見
山
の
南
麓
を
迂
回
し
な
が
ら
仙
台
藩
気
仙

郡
内
に
入
る
。
そ
し
て
物
見
山
か
ら
約
五

0
0
m
西
南
の
地
点
に
無
年
号
の
道
標
（
高
さ

五

O
c
m
、
幅
一
―

10
cm)
が
あ
っ
た
と
い
う
。
現
在
は
岩
手
県
営
種
山
牧
野
事
務
所
前
の
植

込
み
の
中
に
移
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
「
右
ハ
小
友
道
、
左
ハ
人
首
道
」
と
刻
ま
れ

て
い
る
。
気
仙
郡
内
に
入
っ
た

IB
道
は
、
盛
岡
藩
領
の
南
側
を
藩
境
に
沿
っ
て
東
南
に
進

み
、
夕
日
山
（
標
高
七
四
五
・
九

m)
の
南
八

0
0
m
地
点
に
達
し
て
い
る
が
、
そ
の
間

の
旧
道
は
定
か
で
は
な
い
。
住
田
町
役
場
所
蔵
の
「
世
田
米
村
元
禄
絵
図
」
な
る
も
の
を

み
る
と
、
夕
日
山
の
南
に
藩
境
塚
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
「
仙
能
沢
」
（
千
能
沢
）
と
「
赤
坂

橋
の
一
里
塚
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
一
里
塚
は
国
布
林
の
頂
上
付
近
に
あ
る
の
で
、
完
全

に
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
夏
草
や
熊
笹
な
ど
が
繁
茂
し
て
い
る
た
め
に
調

一
里
塚
か
ら
さ
ら
に
尾
根
伝
い
を
東
南
に
く
だ
る
旧
道
は
、

て
、
同
絵
図
は
「
千
：
丘
日
：
・
-
十
間
、
長
崎
坂
」
と
記
し
て
い
る
。

や

こ
の
「
長
崎
坂
」
人
口
付
近
の
旧
道
は
、
大
船
渡
常
林
署
の
林
道
開
設
に
よ
っ
て
、
千

能
沢
に
架
け
ら
れ
た
橋
の
北
側
部
分
が
一
部
削
除
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
前
後
は
、

山
林
の
中
に
幅
約
一

m
前
後
の
旧
道
が
薮
草
な
ど
に
お
お
わ
れ
な
が
ら
か
す
か
に
残
っ
て

こ。f
 

左
手
に
分
か
れ
、

そ
の
先
は
定
か
で
は
な
い
が
、

そ
の
ま
ま
東
進
し
て
県
道
と
人
首
川
を

⑤
種
山
七
里
塚
ー
小
府
金
一
里
塚

石
碑
が

一
列
に
並
ん
で
い
る
。

市
道
と
合
流
し
て
東
に
進
む
旧
道
は
、

向
平
当
で
市
道
の

に
も
、
管
理
を
十
全
に
す
る
必
要
が
粕
感
さ
れ
る
。

年
(
-
八
六
し
）
の
金
華
山
碑

（
高
さ
一
五

O
c
m
、
.，
"

<

m

 

間
ブ
〇

e

‘
、
ヽ

な
と

全
部
で
九
痣
の

こ
と
に
貴
重
な
交
通
関
係
遺
跡
と
い
っ
て
よ
い
。
将
来
に
わ
た
っ
て
長
く
保
存
す
る
た
め

em)、
文
政
九
年
(
-
八
●

1

六

の
金
毘
羅
向
碑

（
高
さ
じ
：
＾

fem
＂̂門、

0
m

軋
ュ
／

C

慶
応

は
約
じ

m
で
あ
る
。

Ill
道
肪
で
対
を
な
し
て
現
存
し
て
い
る
塚
は
こ
こ
だ
け
な
の
で
ま
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「
長
崎
坂
」
の
登
り
口
を
す
ぎ
る
と
、
旧
道
は
国
道
一

0
七
号
線
（
以
下
、
国
道

と
い
う
）
と
合
流
し
、
す
ぐ
そ
の
右
手
に
分
か
れ
て
東
南
に
進
み
、
や
が
て
国
道
に
沿
っ

て
流
れ
る
小
股
川
と
、
そ
の
東
方
を
南
流
す
る
小
仁
倉
沢
と
の
合
流
点
付
近
に
達
す
る
。

そ
こ
か
ら
約
二

0
0
m
ほ
ど
東
進
し
た
地
点
に
塚
松
（
一
里
塚
）
が
あ
っ
た
が
、
国
道
の

改
修
工
事
な
ど
に
よ
っ
て
削
り
取
ら
れ
て
今
は
な
い
。
塚
松
跡
か
ら
約
一

0
0
m
東
の
国

道
の
北
側
に
は
、
岩
窟
の
中
に
岩
谷
稲
荷
社
が
鎮
座
し
、
そ
こ
に
は
文
久
三
年
(
-
八
六

4

こ
）
の
棟
札
「
岩
谷
稲
荷
大
明
神
社
」
の
ほ
か
に
、
文
政
一

0
年
(
-
八
二
七
）
の
金
毘

羅
大
神
碑
（
高
さ
六

Ocm
、
幅
四

Ocm)
な
ど
二
碁
が
建
っ
て
い
る
。
国
道
は
こ
の
辺
か

ら
逆
U
字
刑
に
大
ぎ
く
カ
ー
ブ
し
た
の
ち
、
東
進
し
て
小
股
部
落
に
通
じ
て
い
る
が
、

合
流
す
る
付
近
に
達
し
、
そ
れ
か
ら
大
股
川
を
渡
り
、
そ
の
先
は
雲
南
坂
を
は
さ
ん
で
約

-km
に
わ
た
っ
て
、
旧
道
が
山
林
中
に
完
全
な
形
で
残
っ
て
い
る
。

小
股
川
と
大
股
川
と
の
合
流
点
か
ら
約
六

0
0
m
北
に
、
天
正
一
九
年
(
-
五
九
一
）

に
来
住
し
た
と
い
う
紺
野
家
が
あ
る
。
同
家
は
藩
境
見
廻
役
や
世
田
米
村
肝
入
な
ど
を
代

代
勤
め
た
名
家
で
あ
り
、
同
家
の
裏
に
は
享
和
二
年
(
-
八

0
二
）
の
棟
札
を
も
つ
宇
南

権
現
社
、
文
政
四
年
(
-
八
ニ
―
)

の
棟
札
を
も
つ
熊
野
神
社
、
安
永
九
年
（
一
七
八

0
)

の
棟
札
を
も
つ
山
の
神
社
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
の
棟
札
を
も
つ
疱
疱
神
社
、
文
政

元
年
(
-
八
一
八
）
の
棟
札
を
も
つ
牛
頭
天
王
社
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
の
棟
札
を

も
つ
雷
神
社
な
ど
、
六
社
が
祠
ら
れ
て
い
る
。
紺
野
家
か
ら
約
五

0
0
m
東
南
の
旧
国
道

脇
に
小
股
の
古
碑
群
が
あ
る
。
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）

和
二
年
(
-
八

01
―)

旧

の
庚
申
碑
（
高
さ
―

ooem、

幅
―
二

oem)、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
の
庚
申
塔
（
高
さ
―
二

Ocm
、
幅
四

Ocm)
、
享

の
馬
頭
観
世
音
碑
（
高
さ
五

Ocm
、幅―

.-Ocm)、
文
化
五
年
（
一

八
0
八
）
の
庚
申
己
待
碑
（
高
さ
―
二

Ocm
、
幅
一
五

Ocm)、
同
一
三
年
の
馬
頭
観
世
音

碑
（
高
さ
―

ooem、幅．―
-Ocm)
、
同
年
の
一
宮
大
明
神
碑
（
古
向
さ
一
.
_
＿

oem、
輻
一

oem)、
天
保
三
年
(
-
八
三
―
-
）
の
庚
申
塔
（
高
さ
四

Ocm
、
幅
―

ooem)、
同
年
の

庚
中
己
待
碑
（
高
さ
一

1_oem、
輻
五

0cm)
、
弘
化
四
年
(
-
八
四
七
）
の
馬
頭
観
祉
音
碑

道
の
方
は
国
道
の
北
側
に
沿
っ
て
東
進
し
、

や
が
て
小
股
川
が
気
仙
川
支
流
の
大
股
川
と

い
る
。

（
高
さ
一
．

Ocm
、
輻
四

Ocm)、
万
延
元
年
(
-
八
六

0
)
の
金
華
山
碑
（
高
さ
二

0
0

em、
輻
―
二

oem)、
文
久
元
年
(
-
八
六
一
）
の
鳥
頭
観
世
音
碑
（
高
さ
―

ooem、
幅

-.-Ocm)、
元
治
．
ご
年
（
．
八
ぐ
ハ
）
の
同
碑
（
高
さ
六

Ocm
、
幅
；
＾

oem)、
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
の
庚
申
供
養
碑
（
高
さ
―
―
―

-Ocm
、
幅
四

Ocm)
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
風
化
に
よ
っ
て
碑
面
不
明
の
も
の
や
、
土
中
に
珊
没
し
て
い
る
も
の
な
ど

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
古
碑
群
は
山
林
中
の
旧
道
筋
に
あ
っ
た
も
の
を
移
転
し
、

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
山
林
中
に
完
全
な
形
で
残
っ
て
い
る
旧
道
は
、
雲
南
坂
を
す
ぎ
る
と
民
家
の
裏

手
へ
と
続
い
て
い
る
。
そ
の
先
は
定
か
で
は
な
い
が
、
大
股
川
を
渡
っ
て
国
道
と
合
流
し
、

や
が
て
国
道
の
左
手
に
分
か
れ
て
東
進
し
な
が
ら
、
国
道
と
大
股
川
を
横
断
し
て
柏
里
の

一
里
塚
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
塚
は
杉
林
の
中
に
あ
っ
て
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
残
っ
て
い
る

が
、
広
葉
樹
や
夏
草
が
繁
茂
し
て
い
る
た
め
に
、
そ
の
形
状
を
く
わ
し
く
調
査
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
塚
か
ら
約
三

0
0
m
東
南
に
世
田
米
村
の
鎮
守
で
あ
っ
た
石
祐
神
社

が
あ
る
。
旧
道
は
大
股
川
南
側
の
山
裾
を
東
進
し
て
い
る
が
、
柏
里
一
里
塚
か
ら
約
丘
〇

0
m
進
ん
だ
地
点
か
ら
東
北
電
力
川
口
発
電
所
ま
で
の
間
は
明
ら
か
で
な
い
。
同
発
電
所

の
所
か
ら
現
存
し
て
い
る
旧
道
は
、
大
股
川
に
沿
っ
て
そ
の
右
側
を
東
進
し
、

股
川
が
気
仙
川
に
合
流
す
る
と
、
そ
の
川
の
南
側
を
東
南
に
進
ん
で
い
く
。
そ
し
て
気
仙

川
に
架
か
る
大
渡
橋
の
手
前
約
一

0
0
m
付
近
で
、
川
を
渡
っ
て
対
庁
の
小
府
金
に
至
る

気
仙
川
を
渡
っ
た

IB
道
は
、
そ
の
後
、
同
川
に
沿
っ
て
そ
の
北
側
を
走
っ
て
い
る
が
、

渡
川
点
か
ら
約
七

0
0
m
ほ
ど
進
ん
だ
旧
道
の
左
側
に
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）

無
阿
弥
陀
仏
碑
、
寛
政
一

0
年
（
一
七
九
八
）

の
庚
巾
碑
、
文
化
五
年
(
-
八

0
八
）
の

庚
申
碑
、
同
―
二
年
の
一
の
宮
大
明
神
碑
、
文
政
―
一
年
(
-
八
一
九
）

四
年
(
-
八
五
七
）

が
、
そ
の
間
の
旧
道
は
昔
日
の
面
影
を
随
所
に
残
し
て
い
る
。

や
が
て
大

の
南

の
塩
釜
宮
碑
、
同

年
の
庚
申
塔
と
庚
申
碑
、
文
政

□

年
の
象
頭
山
碑
、
天
保

-
0年
(
-
八
二
九
）

と
安
政

の
馬
頭
観
音
碑
、
弘
化
三
年
（
：
八
四
六
）
の
庚
申
碑
な
ど
、
全
部

で
一
四
某
か
ら
な
る
古
碑
群
が
あ
る
が
、
多
く
は
倒
伏
し
た
ま
ま
で
放
訳
さ
れ
て
い
る
。

ヵ
斤
こ

一

1n,1
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＿
●
璽
遍
曇

11M遍―

る
が
、

ヽ

と
く
に

.il.‘
喝
裕
外
隠
砂
洩
通
滋
塁
図
幻
ー
"
’
'
図
翌
災
＃

9
,
 
•. 

,．
‘
'
,
‘
,
;
'
1
,
"
,
 .. ,
 
．．
 

,
3
,
 

•. 
~
9
9
,
L
．
し
‘
C
6
9
:
1

寺
か
ら
約
一
五

0
m
進
ん
だ
松
ヶ
平
に
は
、
樹
齢
二

0
0年
ほ
ど
の
老
松
が
あ
り
、

亀
の
松
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
世
田
米
宿
に
入
る
手
前
で
一
休
み
し
た
場
所
で
あ
り
、

山
門
は
す
ぐ
れ
た
建
造
物
と
し
て
気
仙
郡
内
に
知
ら
れ
て
い
る
。

杖り％
s
1
,
l
-
_
-

―――＿ー

l
-

「松

＂
仁

L
を
ー
ぷ
う
も

i知
ぃ
り
'
§
疋
§
中
社
を
泊
3
Hえ
怒
況
a‘
心
g
＇
ざ
↓
!
ぶ
礼
悶
仇
り

J
3望
S,

満
蔵

っ
た
阿
曽
沼
中
務
重
範
の
評
提
寺
で
あ
り
、

そ
の
山
門
と
蹄
楼
は
藩
政
末
期
の
も
の
で
あ

旧
道
は
こ
の
公
孫
樹
並
木
の
参
道
を
進
み
、
仁
田
代
道
に
突
き
当
っ
た
所
で
左
折
し
、

す
ぐ
右
に
分
岐
し
て
柿
内
沢
を
渡
り
、
国
道
の
北
側
を
迂
圃
し
な
が
ら
東
南
に
進
む
。
仁

田
代
道
の
分
岐
点
か
ら
約
五

0
0
m
進
ん
だ
本
町
の
旧
道
北
側
に
、
曹
洞
宗
瑞
川
山
満
蔵

寺
が
あ
る
。
犬
正
．

0
年
（
．
五
八
二
）
の
間
桔
と
伝
え
る
同
汗
は
、
祉
田
米
城
、
E
で
あ

り
そ
の
参
道
の
右
側
に
は
、
樹
齢
四

0
0年
と
伝
え
る
公
孫
樹
九
本
が
並
ん
で
い
る
。

が
そ
れ
で
あ
る
。

境
内
に
は
鎌
倉
時
代
の
梵
字
供
養
碑
．

1

．
基
と
、
碑
面
の
梵
字
が
風
化
し

仙
台
藩
じ
や
巡
11JL
使
な
と
が
本
陣
と
し
た
こ
の
寺
は
住
田
町
最
大
の
伽
点
を
行
し
て
お

さ
六
八

em)、
脇
仏
の
勢
至
持
薩
坐
像
（
高
さ
：
·
-
O
c
m
)
と
観
音
持
薩
坐
像
（
高
さ
：
•
O
c
m

沢
に
沿
う
て
北
卜
し
て
い
る
が
、
そ
の
分
岐
点
か
ら
約
五

0
0
m北
の
消
水
沢
に
、
浄
土
真
宗

大
谷
派
の
片
松
山
浄
椙
寺
が
あ
る
。
同
寺
は
天
文
五
年
(
-
五
―
二
ふ
ハ
）
に
気
仙
郡
吉
浜
村
か
ら

移
転
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
現
存
す
る
建
物
は
鹿
政
一
二
年
（
一
八

0
0
)
の
再
建
と
い
う
。

そ
の
間
の
旧
道
は
定
か
で
は
な
い
。

一
方
、
仁
田
代
へ
の
道
が
国
道
か
ら
分
岐
し
て
柿
内

約
二

0
0
m
の
地
点
を
迂
回
し
な
が
ら
、
気
仙
川
に
注
ぐ
柿
内
沢
へ
と
進
ん
で
い
る
が
、

小
府
金
の
一
里
塚
を
す
ぎ
た
地
点
か
ら
、

旧
道
は
や
が
て
国
道
を
縦
断
し
て
そ
の
北
側

こ
の
寺
は
、

「
冊
田
米
村
．
JL
禄
絵
図
」

に
よ
る
と
「

E
泉
坊
」

と
記
さ
れ
て
い
る
が

明

(6) 

小
府
金
一
里
塚
ー
白
石
峠

は
旧
道
が
そ
の
ま
ま
残
り
、
往
昔
の
面
影
を
伝
え
て
い
る
。

八
一
九
）
の
同
碑
（
高
さ
九

O
c
m
、
輻
四

Ocm)、
天
保
九
年
(
-
八
こ
八
）
の
同
碑
（
高

さ
―

ooem、
幅
五

Ocm)
の
四
基
が
あ
る
。
こ
の
一
里
塚
に
至
る
約
一

0
0
m
の
区
間

世
川
米
宿
に
つ
い
て
は
、

安
水
の
風
土
記
が
現
存
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
詳
し
い
こ

六
年
(
-
八

0
九
）
の
馬
頭
観
世
音
碑
（
高
さ
一
八

Ocm
、
幅
五

Ocm)
、
文
政
二
年
（
一

こ
を
さ
ら
に
東
南
に
進
む
と
世
田
米
宿
に
入
る
。

早
急
に
そ
の
保
存
策
を
溝
じ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
小
府
金
の
古
碑
群
か
ら
約
：•
•
O
m進

ん
だ
所
に
一
里
塚
が
あ
り
、
旧
道
の
左
側
に
一
基
だ
け
現
存
し
て
い
る
。
そ
の
頂
上
に
は

枝
ぶ
り
の
芙
事
な
松
が
一
本
は
え
て
お
り
、
「
小
府
金
の
塚
松
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
根
元

に
は
寛
政
―
二
年
(
-
八

0
0
)
の
念
仏
供
養
塔
（
高
さ
―
―

-oem、
輻
六

Ocm)、
文
化

枝
ぶ
り
の
文
事
な
松
の
根
尼
に
腰
を
お
ろ
し
、
先
行
き
の
餌
事
を
願
っ
た
こ
と
か
ら
、
「
松

亀
」
の
地
名
が
生
じ
た
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
松
の
根
元
に
は
、
窟
政
九
年
(
-
七

九
七
）
の
馬
頭
観
枇
音
碑
（
高
さ
七

Ocm
、
幅
四

Ocm)
な
ど
七
基
の
石
碑
が
あ
る
。
「
松

亀
の
松
」
付
近
の
旧
道
は
、

と
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、

明
治
四
―
一
年
に
県
道
が
で
き
る
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
。
そ

旧
道
筋
に
お
け
る
、
庄
要
な
宿
駅
で
あ
っ
た
か
ら
、
内
陸
部
の

米
穀
類
、
沿
岸
部
の
塩
や
魚
介
類
な
ど
の
隼
散
地
と
し
て
栄
え
た
所
で
あ
り
、
毎
月
の
一

三
日
と
二
三
日
に
は
市
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
宿
の
北
側
の
小
口
洞
に
浄
土
真
宗
大

谷
派
の
石
林
山
浄
徳
寺
が
あ
る
。
慶
長
五
年
(
-
六

0
O
)
定
竜
和
尚
の
開
基
と
伝
え
る

治
初
年
に
浄
徳
寺
と
改
め
て
現
在
地
に
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
寺
か
ら
約

―
1
0
 0
m
南
の
鈴
ヶ
森
に
真
言
宗
貴
宝
山
光
勝
寺
が
あ
る
。
承
安
年
中
に
藤
原
秀
衡
が
創

建
し
た
と
伝
え
る
こ
の
寺
は
、
慶
長
年
間
に
再
建
さ
れ
た
と
い
う
。
現
存
す
る
本
堂
は
安

政
年
間
に
移
転
さ
れ
た
後
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
本
堂
に
は
、
岩
手
県
の
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
平
安
末
の
阿
弥
陀
こ
尊
像
が
安
岡
さ
れ
て
い
る
。
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
高

た
古
碑
二
基
が
あ
る
。
な
お
、
気
仙
五
金
山
の
一
っ
で
あ
っ
た
野
尻
金
山
は
、
平
泉
の
藤

原
氏
が
経
営
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
当
時
数
千
人
も
い
た
堀
子
の
た
め
に
阿

弥
陀
党
を
建
立
し
、
中
尊
寺
か
ら
仏
像
二
艦
を
運
ん
で
安
置
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、

住
田
町
に
は
奇
木
造
り
の
平
安
仏
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
光
勝
芋
か
ら
約
八

0
0
m
南
の

火
石
に
は
、
阿
曽
沼
甲
斐
信
康
の
居
城
と
伝
え
る
世
田
米
城
跡
か
あ
り
、

．．． 
段
式
城
郭
（
山

城
）
の
空
な
の
跡
と
見
張
台
が
残
存
し
て
い
る
。

さ
て
、
浄
徳
寺
の
門
前
を
南
進
す
る
旧
道
は
、
光
勝
寺
の
手
前
で
右
折
し
て
国
道
と
合

流
し
、
そ
の
ま
ま
約
二

0
0
m
南
進
し
て
か
ら
枇
田
米
宿
の
ほ
ぼ
中
央
部
分
で
左
折
し
、
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に
云
七
る
と
、

千
葉
家
の
北
側
に
、
中
沢
の

一
里
塚
が

lll
道
右
側
に
＾
珪
だ
け
現
存
し
て
い

家
"Ti
を

「
法
師
石
」

と
記
し
て

「
ホ
ノ
チ
、
ン
」

と
洸
む
佐
藤
家
が
あ
る
。

詞
家
は
．
＾
．

O
O

岐
し
て
い
る
卜
城
へ
の
道
を
横
切
り
、

さ
ら
に
、
国
道
と
中
沢
川
を
横
断
し
て
城
内
地
内

風
地
内
に
金
成
地
蔵
堂
か
あ
り
、
そ
の
中
に
寛
政
九
年
(
-
ヒ
九
じ
）
の
予
弁
和
尚
慕
碑
、

同
年
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
石
地
蔵
（
総
高
し
」
ハ
C
m
)

、
安
政
五
年
(
-
八
仕
八
）

の
地

蔵
大
宮
薩
碑
（
高
さ
六

Ocm
、
幅
五

0cm)
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
伝
水
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
光
勝
寺
第
仕
世
学
弁
和
尚
は
播
磨
国
の
生
れ
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
遺
占

に
よ
っ
て
こ
の
地
の
路
傍
に
埋
葬
し
、
地
蔵
尊
と
と
も
に
旅
人
の
道
し
る
へ
と
し
た
と
い

る
。
地
蔵
堂
か
ら
約
ニ
ー
―

・10
0
m
北
の
国
道
の
左
手
に
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
の
鳥

頭
観
枇
音
碑
（
高
さ
六

Ocm
、
輻
一
＾
一
五

em)
、
文
化
―
二
年
(
-
八
．
六
）
の
秋
葉
山
碑
（
高

さ
：
八

Ocm
、
輻
九

Ocm)
、
天
保
一
＾
一
年
(
-
八
三
―
-
）
の
庚
申
塔
（
高
さ
／
几

Ocm
、
幅

lioem)
な
ど
の
ほ
か
に
、

明
治
・
大
正
期
の
碑
五
拮
が
あ
る
。

金
成
地
蔵
堂
を
あ
と
に
し
た
旧
道
は
、
約

・
1
0
0
m
ほ
ど
進
ん
で
左
折
し
、
中
沢
川
と

国
道
を
横
断
し
、
す
ぐ
右
折
し
て
か
ら
は
国
道
に
沿
っ
て
そ
の
左
側
を
北
東
に
進
ん
で
い

る
が
、
そ
の
間
の
旧
道
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
。
卜
日
向
地
内
で
旧
道
が
梅
ノ
木
へ

の
道
と
交
叉
す
る
付
近
に
、
元
文
―
一
年

(
-
t
-
fじ
）
の
庚
申
供
養
塔
（
高
さ
一
四
八

cm、

輻
五

Ocm)、
享
和
三
年
(
-
八

01・1)
の
金
毘
椛
大
権
現
碑
（
高
さ
九

Ocm
、
幅
五
六
C
m
)

、

文
化
＾
．
年
（
．
八

0
六
）
の

ltl
束
山
大
神
碑
（
高
さ
八

Ocm
、
輻
四

Ocm)、
同
年
の
馬
頭

観
世
音
碑
（
古
向
さ
丘
八
Cm

、
輻
一
ム
し
ハ
C
m
)

な
ど
六
痣
が
建
っ
て
い
る
。
こ
の
古
碑
群
か
ら
国

道
の
左
手
を
北
東
に
進
む
旧
道
は
、
や
か
て
中
沢
公
仄
館
の
裏
手
を
廻
り
、
国
道
か
ら
分

白
石
峠
を
越
え
る
と
、

旧
道
は
旧
白
石
ト
ン
ネ
ル
に
通
し
る
な
だ
ら
か
な
峠
道
を
く
だ

り
、
や
が
て
長
岩
で
国
道
か
ら
分
岐
し
て
い
る
小
野
田
セ
メ
ン
ト
長
谷
鉱
山
へ
の
道
と
合

流
す
る
。
そ
の
間
は
往
昔
の
面
影
を
伝
え
る
旧
道
が
よ
く
残
っ
て
い
る
。
鉱
山
へ
の
道
と

の
合
流
点
で
右
折
し
た
旧
道
は
、
そ
の
先
約
二

0
0
m
で
国
道
に
逹
す
る
。
そ
し
て
国
道

こ
か
ら
川
内
の
辺
ま
で
は
、

と
合
流
し
た
旧
道
は
、
そ
の
先
は
ほ
ば
国
道
上
を
東
南
に
進
ん
で
田
代
屋
敷
に
至
る
。
そ

ほ
ぼ
岩
手
開
発
鉄
道
の
通
っ
て
い
る
敷
地
が

In
道
に
あ
た
る
。

＾
方
、

田
代
犀
敷
で
国
道
か
ら
分
岐
し
て
北
卜
す
る
石
橋
へ
の
道
が
あ
り
、
そ
の
西
側

を
走
る
岩
手
間
発
鉄
道
の
敷
地
（
以
下
、
線
路
と
い
う
）
は
、

ほ
ぼ
遠
野
に
通
し
る
旧
道

肋
で
あ
る
。
こ
れ
が
往
時
の
小
松
峠
を
越
え
て
遠
野
方
面
か
ら
盛
に
く
る
咄
．
の
ル
ー
ト

で
あ
っ
た
。
こ
の
道
筋
に
あ
る
府
手
石
橋
駅
か
ら
約

・・o0
m
南
に
一
里
塚
跡
が
あ
る
。

こ
れ
は
本
稿
で
取
卜
げ
て
き
だ
盛
街
道
と
は
別
な
ル
ー
ト
の
も
の
で
あ
る
が
、
昭
和
初
年

ま
で
は
塚
が
残
っ
て
い
た
と
い
う
。
現
在
は
中
島
家
の
宅
地
の
＾
部
と
な
り
、

ほ
と
ん
ど

そ
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
な
い
。
そ
の
．
甲
塚
跡
か
ら
約
ヒ

0
0
m
西
方
の
国
道
の
南
に
、

う
。
こ
の
地
蔵
堂
の
前
後
一

0
0
m
の
区
間
は
幅
約

m
の
旧
道
が
わ
ず
か
に
残
っ
て
い

⑦
白
石
峠
ー
盛

と
大
船
度
市
と
の
境
界
で
あ
る
が
、
峠
に
云
じ
る
旧
道
は
往
昔
の
面
影
を
よ
く
残
し
て
い
る
。

先
は

Ill,11
石
ト
ン
ネ
ル
入

l
付
近
か
ら
山
を
登
っ
て
白
石
峠
へ
と
向
う
。

そ
こ
が
住
田
町

川
鉄
鉱
党
の
鉱
石
四
場
の
左
側
に
達
す
る
か
、
そ
の
間
の
旧
道
は
残
っ
て
い
な
い
。

そ
の

と
重
な
っ
て
進
む
旧
道
は
、

や
か
て
国
道
が
左
に
カ
ー
フ
す
る
地
点
で
右

rに
分
か
れ

q1.Lm~ 

ー

.
n
m
.
-

巾
川
’

.

.
 

C
 

な
ど
四
店
が
建
っ
て
い
る
。

こ
の
小
枝
坂
古
碑
群
か
ら
約
ヒ

0
0
m
東
の
西

中
沢
[
唄
塚
か
ら
約
し

O

゜m
東
進
し
だ
所
で
川
道
と
合
六
仇
し
、
そ
の
先
は
ば
ば
国
道

、
:
L
m
‘

さ
；
ー

c

晶

u:石
i
m
)
、

軋

"
v
c

弘
化
五
年
（
：
八
四
八
）
の
馬
頭
観
世
音
碑

（
高
さ

ILoem
、

沢
4

里
塚
付
近
は
わ
す
か
に
旧
道
か
残
っ
て
い
る
。

の
間
の
大
崎
の
小
枝
坂
に
は
、

旧
道
の
布
側
に
犬
保
＾
四
年
(
-
八
四
：
こ
）
の
庚
巾
塔
（
高

無
年
口
げ
の
同
碑

（
高
さ

L
O
c
m
、
闊：・

0
0
m

肌

c

の
四
悲
が
列
に
並
ん
で
い
る
。

こ
の
中

南
側
を
流
れ
る
中
沢
川
を
横
断
し
、

西
風
地
内
を
中
沢
川
に
沿
っ
て
遡

K
し
て
い
る
。
そ

ハ

Ocm
輻
：
•
•
O
c
m
-
‘

弘
化
四
年

八
四
じ
）
の
伺
碑

（
高
さ
几

Ocm

輻

゜cm 

と
の
分
岐
点
か
ら
約
パ

0
0
m
束
進
し
た

LJ
向
の
辺
で
右
折
す
る
旧
道
は
、

国
迎
と
そ
の

投
塔
（
高
さ
六

Ocm
、
輻
．
五

cm

文
政
二
年

（
一
八
＾
九
）
の
げ
J

頭
副
監
塁
口
碑

国
道
の
東
側
を
走
る
小

n屑
道
を
横
断
す
る
。

そ
の
先
は
定
か
で
は
な
い
が
、

小
口
洞
道

る
。
左
側
の
も
の
は
消
滅
し
て
い
る
が
、

そ
の
跡
に
党
政
九
年

さ

1
J
 

(
i
r
 

（
了
じ
九
じ
）
の
梵
字
洪
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れ
て
い
る
。

と
、
境
内
の
公
孫
樹
（
樹
齢
四
ご

0
年
）
は
、

い
ず
れ
も
大
船
渡
市
の
文
化
財
に
指
定
さ

谷
洞
窟
か
ら
約

年
以

K
も
経
た
と
思
わ
れ
る
古
民
家
で
、

り
、
老
人
だ
け
の
生
活
も
昔
の
ま
ま
の
姿
で
常
ま
れ
て
い
る
。
貴
菫
な
文
化
財
と
し
て
、

と
こ
ろ
で
、
前
述
の
ご
と
く
、

日
頃
市
駅
を
す
ぎ
る
と
、

あ
っ
た
が
、

7
i
l
l
l
i
i

ー

ほ
ぼ
完
全
に
近
い
旧
建
築
様
式
を
と
ど
め
て
お

田
代
尾
敷
で
遠
野
へ
通
じ
る
道
が
国
道
か
ら
分
岐
し
て

い
る
が
、
そ
の
分
岐
点
か
ら
約
一
五

0
m
北
に
離
れ
た
地
点
に
山
神
神
社
が
あ
り
、
同
社

へ
の
登
り
口
と
社
の
裏
側
に
数
基
の
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。
旧
道
は
そ
の
分
岐
点
ま
で
国

道
と
ほ
ぼ
重
な
っ
て
進
ん
で
き
た
が
、
そ
の
先
は
国
道
の
右
側
を
走
る
線
路
卜
を
東
南
に

こ
の
本
殿
内
に
は
、
猪
川
村
（
大
船
渡
市
）

進
ん
で
日
頃
市
駅
に
至
る
。
同
駅
か
ら
約
二
五

0
m
東
の
関
谷
に
五
葉
神
社
が
あ
り
、
そ

の
長
者
稲
子
沢
（
鈴
木
）
家
が
所
有
し
て
い

た
と
い
う
芙
事
な
社
殿
が
移
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
社
か
ら
約
―
―

10
0
m
東
に
あ
る

関
谷
洞
窟
は
、
原
住
民
の
住
居
跡
で
あ
る
が
、
原
形
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
る
。

旧
道
は
線
路
と
国
道
の
間
を
南
下
し
、
国
道
が
左
に
大
ぎ
く

カ
ー
ブ
す
る
付
近
か
ら
、
そ
の
北
側
を
走
る
線
路
上
を
東
進
し
、
川
内
地
内
で
国
道
が
右

に
折
れ
て
南
進
す
る
の
と
同
様
に
、
旧
道
も
国
道
の
東
側
を
流
れ
る
盛
川
と
線
路
の
間
を

南
下
し
て
長
安
寺
駅
付
近
に
達
す
る
。
そ
の
間
、
旧
道
筋
の
西
側
の
樋
口
沢
に
は
、
樋
口

沢
ゴ
ト
ラ
ン
ド
紀
化
石
産
地
が
あ
り
、
沢
の
両
側
全
部
が
国
の
指
定
と
な
っ
て
い
る
。
関

一
方
、
長
安
寺
駅
か
ら
約
二

0
0
m
北
西

.-三
-km
南
の
地
点
で
あ
る
。

に
、
浄
土
真
宗
大
谷
派
の
片
杉
山
長
安
寺
が
あ
る
。
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
も
と
は
天
台
宗
で

明
徳
二
年
(
-
三
九
一
）
に
真
宗
に
転
じ
た
と
い
う
。
同
寺
は
約
―
―
パ

0
0
0

戸
の
柏
家
を
有
す
る
東
北
有
数
の
大
寺
院
で
あ
り
、
そ
の
建
築
の
壮
大
さ
は
目
を
う
ば
う

も
の
が
あ
る
。
境
内
に
あ
る
浄
応
寺
と
西
法
寺
の
両
院
は
、
も
と
は
僧
侶
の
住
居
で
あ
っ

し
だ
て
ら

た
坊
の
昇
格
し
た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
下
寺
と
通
称
さ
れ
、
本
寺
の
支
配
を
受
け
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
境
内
の
背
後
の
山
腹
に
あ
る
奥
州
し
だ
れ
桜
（
三
本
、
樹
齢
約
四

0
0年）

長
安
寺
駅
付
近
か
ら
先
の
旧
道
は
、
盛
川
と
線
路
に
は
さ
ま
れ
川
沿
を
、
権
現
堂
橋
に

そ
の
保
存
策
を
早
急
に
溝
ず
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

~ 

左

有
住
世
田
米

お
か
な
ん
ふ
ミ
ち

一
方
、
権
現
堂
橋
か
ら
約
四

0
0
m北

南
無
阿
弥
陀
仏

右

吉
浜
府
丹

は
ま
な
ん
ふ
ミ
ち

れ
て
い
る
。
そ
の
道
標
に
は
次
の
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

野
道
開
通
顧
彰
碑
（
高
さ
．

lioem
、
輻
五

Ocm
、
四
角
柱
）
が
建
っ
て
い
る
。
そ
こ
か

ら
約
：
―

h
o
m
ほ
ど
東
南
の
久
名
畑
に
、
稲

f
沢
を
家
＂
げ
と
す
る
鈴
木
家
が
あ
る
。
同
家

は
明
治
四
五
年
に
没
落
し
た
が
、
藩
政
時
代
に
あ
っ
て
は
気
仙
地
方
を
代
表
す
る
有
力
な

商
人
で
あ
り
、
綾
里
（
；
誌
陸
町
）

の
千
田
家
文
苫
に
よ
れ
ば
、
江
戸
の
粕
間
尾
橋
本
小
四

郎
な
ど
と
も
取
引
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
前
述
の
大
野
道
も
同
家
に
よ
っ
て
開
か

れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
は
降
盛
を
き
わ
め
た
往
時
の
姿
は
な
い
が
、
広
大
な
庭
園
と
仕

葉
山
神
社
に
移
さ
れ
た
芙
事
な
社
殿
な
ど
か
ら
、
そ
の
豪
勢
さ
の
一
端
を
し
の
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
庭
圃
の
一
角
に
は
秋
葉
神
社
を
氏
神
と
し
て
祀
り
、
そ
の
社
殿
は
扇
形
（
末

広
が
り
）
に
造
ら
れ
て
い
る
。
家
運
の
末
広
が
り
に
隆
盛
な
ら
ん
こ
と
を
顧
っ
た
と
い
う
。

権
現
堂
橋
に
至
る
手
前
の
旧
道
は
、
盛
川
の
堤
防
の
所
を
通
っ
て
い
た
が
、
近
時
の
河

川
改
修
工
事
に
よ
っ
て
姿
を
消
し
、

さ
ら
に
、
同
橋
か
ら
約
二

0
0
m
北
西
の
堤
防
付
近

に
あ
っ
た
一
里
塚
も
破
壊
さ
れ
て
今
は
な
い
。
な
お
、

旧
釜
石
街
道
が
分
岐
し
て
い
た
が
、

そ
の
分
岐
点
に
あ
っ
た
安
政
二
年
(
-
八
五
五
）
の

道
標
（
高
さ
一
四

Ocm
、
幅
―

o
o
c
m
)
は
、
現
在
、
猪
川
地
悦
公
民
館
の
所
に
移
建
さ

L_  

一
里
塚
の
あ
っ
た
所
で
旧
道
か
ら

こ
の
道
標
か
ら
約
四

0
0
m
北
に
あ
っ
て
、
県
合
同
庁
舎
の
左
手
に
み
え
る
丘
陵
が
新

沼
二
右
衛
門
の
館
跡
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
猪
川
町
神
社
が
鎮
座
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同

社
か
ら
約
八

0
0
m
北
東
に
堰
口
地
蔵
尊
が
あ
る
。

岐
し
て
い
る
が
、
そ
の
分
岐
点
付
近
の
国
道
の
じ
側
に
、

k
明
五
年
(
-
ヒ
八
几
）
の
大

に
向
っ
て
東
南
に
進
ん
で
い
る
。
そ
の
間
で
、
盛
川
の
右
手
を
よ
る
国
道
か
ら
大
野
道
が
分
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神
社
、

浄
粕
与
、
洞
其
汗
な
ど
が
あ
る
。

ヽ

―ヽ

す
ま

犬
照
御
祖
神
社
の
境
内
に
は
、

「
は
る

0
馬
場
の
道
標
（
几
刺
市
米
里
字
馬
場

の
六
基
が
建
っ
て
い
る
。

そ
し
て
国
道
が
ほ
ぼ
南
北
に
よ
る
盛
術
の
西
側
に
は
犬
照
御
祖

安
、
水
元
年
建
立
。

「
右
ひ
と
か
へ
道
、
左
の
て
さ
き
道
」
と
出
さ
れ
て
い
る
。

観
憔
音
碑
、
万
延
.. JL
年
（
．
八
六

0
)
の
庚

qJl」
已
塔
、

年
号
不
明
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑

0
中
島
の
道
標
（
江
刺
市
じ
里
字
中
島

中
供
養
宝
塔
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）

の
庚
中
塔
、
安
政
．
一
生
＇
（
一
八
丘
六
）

の
鳥
頭

の
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

的
存
在
で
あ
っ
た
大
き
な
槻
の
木
が
あ
り
、
そ
の
根
元
に
宝

lfi-
―
一
年
（
一
じ
六
二
）
の
庚

文
化
六
年
建
立
。

「
右
ハ
東
山
さ
る
沢
、
中
ハ
い
て
町
け
せ
ん
、

左
ハ
人
か
へ
と
を

る
と
、
す
ぐ
左
手
に
県
道
が
分
岐
し
て
い
る
が
、
そ
の
分
岐
点
に
は
、

旧
道
の
目
じ
る
し

〇
旧
大
橋
の
道
標
（
江
刺
市
向
山
、
多
聞
寺
境
内

さ
て
、
盛
川
の
改
修
前
の
堤
防
と
菫
な
っ
て
進
ん
で
き
た
旧
道
は
、
権
現
堂
橋
の
手
前
で

国
道
四
五
号
線
（
以
下
、
国
道
と
い
う
）
に
合
流
し
、
そ
の
ま
ま
同
橋
を
渡
っ
て
盛
宿
に

人
る
。
本
稿
で
取
卜
げ
て
ぎ
た
盛
街
道
は
こ
こ
が
終
着
地
で
あ
る
。
な
お
、
権
現
堂
橋
を
渡

さ
れ
て
い
る
。

寛
政
一

0
年
建
立
。

「
右
ハ
か
ね
か
さ
ぎ
し
も
か
ハ
ら
、

左
ハ
志
う
し
み
ち
」

じ
と
r

＝ロ

0
前
中
野
の
道
標
（
江
刺
市
裳
宕
字
前
中
野

八
三
：
）
の
馬
頭
観
世
音
碑
な
ど
が
あ
り
、
全
部
で
三

0
数
基
を
数
え
る
。

元
禄
五
年
建
立
。

「右

金
か
さ
き
道
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

和
三
年
(
-
八

01・1)
の
法
華
一
字
一
石
塔
、
文
政
二
年
(
-
八
一
九
）
と
天
保
二
年
(

1

ゑ
さ
し
道
、
左

0
伊
勢
堂
の
道
標
（
水
沢
市
佐
倉
河
字
白
井
坂

ヶ
崎
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

無
年
号
で
あ
る
が
、
藩
政
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
足
よ
り

〇
十
文
字
の
道
標
（
水
沢
市
佐
倉
河
字
卜
文
字

(1) 

東
の
立
根
川
右
手
の
丘
陵
に
及
川
土
佐
守
の
館
跡
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
約
八

0
0

m
東
の
長
谷
堂
に
具
諄
宗
知
口
山
派
の
龍
福
山
長
谷
寺
が
あ
る
。
同
寺
は
天
慶
九
年
（
九
四

六
）
醍
醐
寺
第
三
棋
摩
祐
の
開
山
と
伝
え
て
い
る
。
現
在
は
無
住
（
部
落
管
理
）
の
た
め

苑
廃
が
進
ん
で
い
る
が
、
境
内
の
観
音
堂
は
気
仙
―
.
-
.
-
＾
観
音
の
第
．
一

•
1

番
札
所
で
あ
り
、

そ
の
前
に
は
石
燈
龍
二
甚
の
ほ
か
に
、
地
蔵
と
弁
犬
像
各
一
基
が
あ
る
。
そ
の
れ
に
新
築

さ
れ
た
収
蔵
庫
に
は
、
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
総
船
七
じ
・

.̂cm
、
県
指
定
）
、
卜
．
面
観
世
音

立
像
一
二
謳
（
高
さ
三
；
―
＾

cm
、
県
指
定
、
／
じ
四
Cm

、
九

O
c
m
、
市
指
定
）
、
朔
徳
太
子
像

（
断
さ
六
九

em、
市
指
定
）
、
不
動
明

E
像
（
高
さ
八
ヒ

em、
市
指
定
）
の
ほ
か
に
、
絵
馬

一
六
面
な
ど
が
完
全
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
絵
馬
の
中
に
は
正
徳
四
年
(
-
七
．
四
）
、

明

和
九
年
(
-
ヒ
七
―
-
）
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
．
）
、
文
化
Ji
年
(
-
八

0
八
）
、
同
六
年
、

文
政
八
年
（
．
八
二
五
）
、
天
保
五
年
（
．
八
一
二
四
）
、
同
八
年
、
安
政
六
年
（
．
八
五
九
）

な
ど
の
銘
を
も
っ
た
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
寺
境
内
に
は
建
治
三
年
（
ニ
一
七
七
）
、

弘
安
元
年
(
―
二
じ
八
）
、
文
保
ご
年
(
-
三
一
八
）
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
―
-
）
、
元
禄
ー

0
年
（
一
六
九
七
）
、
正
徳
二
年
(
-
七
―
二
）
な
ど
の
銘
を
も
つ
梵
字
供
養
碑
の
ほ
か
に
、

無
年
号
の
梵
字
供
養
碑
、
学
保
七
年
(
-
七
．
＾
―
-
）
の
大
乗
妙
典
六
十
六
部
供
養
碑
、
点

道
標
と
一
里
塚

右
岩
や
堂
、
左
金

街
道
筋
に
残
る
主
な
文
化
財

っ
て
い
る
。

洞
否
パ
与
人
1
1
に
は
明
治
二
九
年
の
津
波
記
念
碑

（
高
さ
―

-ooem
輻
．
：

O
c
m
)
が
建

が
あ
り
、

そ
こ
に
王

f
陵
碑

（
高
さ
一
仕

0
c
m

輻
じ

O
c
m
)
が
建
っ
て
い
る
。

;
J

、

-
)
 

賤
地
愕
が
根
城
跡
で
あ
り
、
そ
の

一
角
に
敏
達
犬
ヽ
間
の
第
：
；

rを
綽
っ
た
と
い
う
玉

f
陵

ょ、
,
.
 

「
木
の
ド
は
汁
も
腔
も
さ
く
ら
か
な

命
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
浄
卯
年
南
西
の
丘

さ
ら
に
、
同
社
務
所
の
前
庭
に
天
保
；
几
年
の
能
野
大
権
現
碑
が
あ
る
が
、
そ
の
裏
面
に

の
芭
蕉
句
碑
が
あ
っ
た
が
、

昭
和
五
一
年
の
神
社
火
災
で
焼
け
砕
け
て
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

も
や
、
け
し
き
と
と
の
ふ
月
と
梅
は
せ
を
」
、

と
刻
ま
れ
た
犬
保
一
丘
年
(
-
八
四
四
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旧
道
の
右
側
に
一
悲
、

わ
ず
か
に
そ
れ
ら
し
い
跡
が
知
ら
れ
る
。

一
年
仲
庵
存
的
開
抹
と
伝
え
て
い
る

出
」
）
。
旧
人
首
館
上
沼
辺
氏
の
蒋
提
寺
。

曹
洞
家
。
龍
首

1110
慶
長

0
中
沢
の
一
里
塚
（
住
田
町
枇
田
米
字
城
内

0
自
徳
寺

(iI刺
市
米
里
字
荒
田
表

旧
道
の
左
側
に
一
甚
現
存
し
て
い
る
。

出」）。

0
小
府
金
の
一
里
塚
（
住
田
町
世
田
米
字
小
府
金

曹
洞
宗
。
懸
角
山
。
文
安

1

年
年
笑
岩
慧
祈
和
尚
間
某
と
伝
え
て
い
る
（
「
安
永
の
寺
書

杉
林
の
中
に
二
基
現
存
し
て
い
る
。

〇
瑞
徳
寺
（
＾
辻
刺
市
玉
里
字
卜
樋
茂
井
）

0
柏
里
の
一
里
塚
（
住
田
町
世
田
米
字
柏
里
）

国
有
林
の
中
に
．
一
甚
現
存
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
（
未
確
認
）
。

浄
土
宗
。
瑠
璃
山
。
．
冗
禄
一

て
い
る
（
「
安
永
の
寺
書
出
」
）
。

曹
洞
宗
。
大
蔵
山
。
応
永
年
中
月
泉
開
基
、
犬
正
年
中
吼
山
和
尚
中
興
開
雄
と
伝
え

旧
岩
谷
堂
館
上
岩
城
氏
の
菩
提
寺
。

〇
板
橋
の
＿
里
塚
（
住
田
町
棋
田
米
字
板
橋
）

0
光
明
寺
（
江
刺
市
向
山

七
里
塚
と
い
わ
れ
て
い
る
。
草
原
の
中
に

q

止
基
現
存
し
て
い
る
。

出」）。

0
種
山
の
＿
里
塚
（
江
刺
市
米
里
字
種
山

一
年
良
症
言
卜
人
開
基
と
伝
え
て
い
る
（
「
安
永
の
寺
書

0
松
岩
寺
（
江
刺
市
川
原
町

安
政
二
年
建
立
。

吉
浜
唐
丹
、
左

「
高
杉
塚
（
七
里
塚
）
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
旧
道
の
左
側
に
一
基
現
存
し
て
い
る
。

0
六
百
刈
田
の
一
里
塚
（
江
刺
市
玉
里
字
六
百
刈
田
）

七
里
塚
と
い
わ
れ
て
い
る
。
旧
道
の
北
側
に
一
基
現
存
し
て
い
る
。

(3) 

寺

院

0
玉
崎
の
一
里
塚
（
江
刺
市
玉
里
字
玉
崎

お
か
な
ん
ふ
ミ
ち
、
有
住
世
田
米
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

「
塚
の
追
分
け
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
右
は
ま
な
ん
ふ
ミ
ち
、

0
玉
崎
駒
形
神
社
（
江
刺
市
玉
里
字
玉
崎
）

旧
次
丸
村
の
鎮
守
。
拝
殿
、
本
殿
、
馬
頭
観
音
堂
、
神
楽
殿
、
境
内
社
、
木
馬
殿
、

宝
物
庫
な
ど
が
あ
る
。

0
前
田
の
道
標
（
大
船
渡
市
猪
川
字
前
田

る。

と
記
さ
れ
て
い
る
。

0
子
飼
沢
の
道
標
（
住
田
町
世
田
米
字
＋
飼
沢
）

無
年
号
で
あ
る
が
、
明
治
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

「
安
水
風
土
記
」
に
い
う
「
秋
葉
山
権
現
」
で
、
岩
谷
堂
火
防
祭
の
主
神
と
な
っ
て
い

「
右
ハ
小
友
道
、
左
ハ
人
首
道
」

0
秋
葉
神
社
（
江
刺
市
南
大
通
）

本
殿
は
正
徳
四
年
の
建
立
。

道
、
左
ハ
東
山
け
せ
ん
道
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

0
愛
宕
神
社
（
江
刺
市
愛
宕
字
西
下
川
原

宝
暦
一

0
年
建
立
。

0
古
館
の
道
標
（
江
刺
市
米
里
字
古
館
）

無
年
号
で
あ
る
が
、
藩
政
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

る。

「
向
右
ハ
山
み
ち
い
て
こ
へ

「
向
右
い
は
や
と
う
道
、
左
い
て
東
山
道
」

と
記
さ
れ
て
い

0
春
日
神
社
（
几
刺
市
愛
宕
字
東
下
川
原
）

本
殿
は
化
政
期
の
建
架
と
思
わ
れ
る
。

(2) 

神

社

(
「
安
永
の
寺
書
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明
治
・
昭
和
期
の
も
の
七
基
）
が
あ
る
。

0
春
日
神
社
境
内
の
古
碑
群
（
江
刺
市
愛
宕
字
東
下
川
原

〇
旧
渡
船
場
の
古
碑
群
（
江
刺
市
愛
宕
字
桜
木

る。

〇
十
文
字
の
古
碑
群
（
水
沢
市
佐
倉
河
字
十
文
字

る。

(4) 

古

碑

0
長
谷
寺
（
大
船
渡
市
猪
川
字
長
谷
堂

曹
洞
宗
。
瑞
川
山
。
天
正
一

0
年
の
開
基
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
旧
世
田
米
城
、
E
阿

曽
沼
氏
の
蒋
提
寺
。
山
門
は
す
ぐ
れ
た
建
造
物
で
あ
る
。

0
光
勝
寺
（
住
田
町
世
田
米
字
鈴
ヶ
森
）

真
言
宗
。
貴
宝
山
。
承
安
年
中
藤
原
秀
衡
の
創
建
、
慶
長
年
間
再
建
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。
こ
こ
に
は
県
指
定
の
阿
弥
陀
三
罪
像
が
あ
る
。

0
長
安
寺
（
大
船
渡
市
日
頃
市
字
長
安
寺
）

浄
士
真
家
大
谷
派
。
片
杉
山
。
も
と
犬
台
宗
で
あ
っ
た
も
の
を
明
徳
二
年
に
改
宗

(+cf

伝
）
。
東
北
有
数
の
大
寺
院
で
、
浄
応
寺
•
西
法
寺
の
両
院
を
ド
寺
と
し
て
支
配
し
て
い

真
言
宗
。
龍
福
山
。
天
慶
九
年
醒
醐
寺
第
三
世
淳
祐
開
山
と
伝
え
て
い
る
（
寺
伝
）
。

現
在
無
住
で
部
落
管
理
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
県
指
定
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
な
ど

が
あ
る
。

天
明
―
一
年
の
南
無
観
世
音
碑
を
は
じ
め
文
化
・
嘉
永
•
安
政
な
ど
の
古
碑
几
珪
が
あ

正
徳
仕
年
の
梵
字
供
養
碑
を
は
じ
め
明
和
・
文
政
・
嘉
、
水
・
元
治
な
ど
の
古
碑
九
甚

が
あ
る
。

寛
政
九
年
の
湯
殿
山
碑
を
は
じ
め
文
政
・
嘉
水
・
安
政
な
ど
の
古
碑
一
五
基
（
う
ち

0
愛
宕
神
社
境
内
の
古
碑
群
（
注
刺
市
愛
宕
字
西
下
川
原
）

0
満
蔵
寺
（
住
田
町
世
田
米
字
本
町
）

〇
瑞
徳
寺
境
内
の
古
碑
群
（
江
刺
市
五
里
字
卜
樋
茂
井
野

0
六
百
刈
田
の
古
碑
群
（
江
刺
市
玉
里
字
六
百
刈
田

0
大
塚
大
明
神
境
内
の
古
碑
群
（
江
刺
巾
玉
里
字
樋
茂
井
野

0
玉
崎
駒
形
神
社
境
内
の
古
碑
群
（
江
刺
市
玉
里
字
玉
崎

0
新
山
神
社
境
内
の
古
碑
群
（
江
刺
市
岩
谷
堂
字
金
打

0
中
野
の
古
碑
群
（
江
刺
市
岩
谷
堂
字
中
野
）

水
・
文
久
な
ど
の
古
碑
一
七
基
が
あ
る
。

0
秋
葉
神
社
境
内
の
古
碑
群
（
江
刺
市
南
大
通
）

享
保
九
年
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
を
は
じ
め
明
和
・
寛
政
な
ど
の
古
碑
八
甚
が
あ
る
。

0
上
戸
地
蔵
堂
境
内
の
古
碑
群
（
江
刺
市
没
宕
字
梁
川
）

明
和
三
年
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
を
は
じ
め
天
明
・
文
化
・
天
保
・
嘉
永
な
ど
の
古
碑

一
三
基
（
う
ち
明
治
・
大
正
期
の
も
の
三
基
）
が
あ
る
。

安
水
九
年
の
山
神
碑
を
は
じ
め
寛
政
・
文
政
・
天
保
・
嘉
永
な
ど
の
古
碑
九
甚
（
う

ち
明
治
・
大
正
期
の
も
の

1

止
基
）
が
あ
る
。

0
多
聞
寺
境
内
の
古
碑
群
（
江
刺
巾
向
山
）

元
禄
一
六
年
の
庚
中
碑
を
は
じ
め
正
徳
・
点
保
・
窟
延
•
安
水
・
心
兄
政
・
文
化
・
崩

宝
水
五
年
の
熊
野
三
所
大
権
現
碑
を
は
じ
め
享
保
・
宝
暦
・
天
明
・
文
政
な
ど
の
古

碑
五
基
が
あ
る
。

寛
政
三
年
の
愛
宕
山
大
権
現
碑
を
は
じ
め
享
保
・
文
化
・
文
政
・
天
保
・
弘
化
・
文

久
な
ど
の
古
碑
一
九
甚
が
あ
る
。

窄
保
一
―
一
年
の
南
無
十
一
面
観
世
音
符
藷
碑
を
は
じ
め
寛
俣
・
寛
政
・
享
和
・
文
政

・
天
保
・
弘
化
な
ど
の
古
碑
．
九
基
が
あ
る
。

文
化
＾

0
年
の
大
塚
稲
荷
大
明
神
碑
を
は
じ
め
文
政
・
嘉
永
・
文
久
・
度
応
な
ど
の

古
碑
九
基
が
あ
る
。

文
化
二
年
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
を
は
じ
め
文
政
・
天
保
・
嘉
永
•
安
政
な
ど
の
古
碑

九
基
が
あ
る
。
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店
保
三
年
の
鳥
頭
観
音
碑
を
は
じ
め
明
和
・
文
政
・
・
大
保
な
ど
の
古
碑
七
基
か
あ
る
。

0
小
股
の
古
碑
群
（
住
田
町
世
田
米
字
小
股
）

宝
府
九
年
の
庚
中
碑
を
は
じ
め
天
明
・
享
和
・
文
化
・
天
保
・
弘
化
・
万
延
・
文
久

・
元
治
・
疫
応
な
ど
の
古
碑
．
五
悲
が
あ
る
。

0
小
府
金
の
古
碑
群
（
住
田
町
世
川
米
字
小
府
金
）

延
克
一
年
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
を
は
じ
め
斑
政
・
文
化
・
文
政
・
犬
保
•
安
政
・
弘

化
な
ど
の
古
碑
一
四
碁
が
あ
る
。

0
松
亀
の
古
碑
群
（
住
川
町
世
田
米
字
松
ヶ
平
）

寛
政
几
年
の
馬
頭
観
世
音
碑
な
ど
じ
基
が
あ
る
。

0
山
本
橋
の
古
碑
群
（
江
刺
市
米
里
字
山
本

る。

0
長
下
の
古
碑
群
（
江
刺
市
米
里
字
長
下
）

翁
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

「
木
の
下
は
汁
も
股
も
さ
く
ら
か
な

る。 享
和
・
文
政
・
天
保
な
ど
の
古
碑
三

0
数
基
が
あ
る
。

あ
る
。

文
化
五
年
の
羽
山
大
権
現
碑
を
は
じ
め
文
政
・
文
久
な
ど
の
古
碑
八
店
が
あ
る
。

0
本
町
の
古
碑
群

(lI
刺
巾
玉
里
字
本
町
）

寛
政
一
ー
一
年
の
己
已
供
養
碑
な
ど
六
基
が
あ
る
。

0
法
鏡
印
坂
の
古
碑
群
（
江
刺
市
玉
崎
字
長
倉
沢
）

享
保
七
年
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
を
は
じ
め
宝
暦
・
寛
政
な
ど
の
古
碑
五
枯
が
あ
る
。

0
地
蔵
堂
境
内
の
古
碑
群
（
江
刺
市
玉
里
字
峯
後
）

延
享
五
年
の
南
餌
阿
弥
陀
仏
碑
を
は
じ
め
寛
政
・
文
化
・
天
保
な
ど
の
古
碑
八
基
が

文
化
一
・
年
の
大
弁
才
尊
天
碑
を
は
じ
め
文
政
・
慶
応
な
と
の
古
碑
九
甚
が
あ
る
。

0
九
才
坂
の
古
碑
群
（
正
刺
市
米
里
字
九
才
坂
）

文
政
一
三
年
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
を
は
じ
め
天
保
•
安
政
な
ど
の
古
碑
一

^
1

基
が
あ

0
長
谷
寺
境
内
の
古
碑
群
（
大
船
渡

rn猪
川
字
長
谷
堂

0
大
野
道
開
通
顕
彰
碑
（
大
船
渡
市
猪
川
字
久
名
畑
）

0
上
日
向
の
古
碑
群
（
住
田
町
世
田
米
字
k

H
向）

元
文
―
一
年
の
庚
中
供
養
塔
を
は
じ
め
洋
和
・
文
化
な
ど
の
古
碑
六
基
が
あ
る
。

天
明
五
年
の
建
立
。

建
治
ご
年
の
梵
字
供
養
碑
を
は
じ
め
弘
安
・
文
保
・
｛
兌
文
・
元
禄
・
正
徳
・
窄
保
・

〇
槻
の
木
の
古
碑
群
（
大
船
渡
市
盛
字
権
現
党
）

宝
肝
―
二
年
の
庚
中
供
養
塔
を
は
じ
め
寛
政
・
安
政
・
万
延
な
ど
の
古
碑
六
基
が
あ

〇
芭
蕉
句
碑
（
大
船
渡
市
盛
字
本
町
）

天
保
一
仕
年
の
熊
野
大
権
現
碑
の
裏
面
に
、

大
正
期
の
も
の

Ji
雄
）
が
あ
る
。

寛
政
六
年
の
鳥
頭
観
世
行
碑
を
は
じ
め
文
化
・
犬
保
な
ど
の
古
碑
八
枯

0
長
倉
沢
の
古
碑
群

（
江
刺
市

t
里
字
長
倉
沢

0
金
成
の
古
碑
群
（
住
川
町
枇
田
米
字
西
風

・
大
保
・
弘
化
な
ど
の
古
碑
ー•

•
1

店
が
あ
る
。

嫌
弁
時
代
の
梵
字
供
腟
碑
な
と
几
枯
が
あ
る
。

宝
・
水
．．
 

年
の
有
縁
無
縁
．．． 
界
万
霊
碑
を
は
じ
め
店
保
ふ
兄
保
・
党
延
・
宝
肘
・
文
政

0
光
勝
寺
境
内
の
古
碑
群
（
住
川
町
侃

Ill
米
字
鈴
ヶ
森

（
う
ち
明
治
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水沢市館下の旧道
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水沢市伊勢堂の道標

江刺市 旧渡船場付近の古碑群

“ 江剌市 上戸の地蔵堂 ・古碑群

江刺市春日神社の古碑群

,._,,.. 

呵

‘― 

江刺市秋葉神社

江刺市川原町
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江刺市 旧後藤家住宅（重要文化財）

江刺市足軽屋敷

江刺市 高屋敷坂入口（左）と県道（右）

江刺市光明寺

E
 ,. 

江刺市 旧大橋の道標（多聞寺跡）

江刺市 高杉塚（右）と1日道 江刺市 岩谷堂旧城址内の古碑

（延慶4年の銘あり）
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江剌市通称木の下の旧道

江剌市旧道の並木松（六百刈田）
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江剌市 野手崎道（中央）分岐点の中島

の道標

江刺市 六百刈田の七里塚と旧道

江刺市馬場の道標
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住田町雲南坂付近の旧道
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‘‘ 

住田町小股の古碑群

罠；|
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住田町小府金の塚松

住田町川口発電所付近の旧道

白仁 の18這
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住田町満蔵寺の山門

大船渡市
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•-;rマ:;;~k.,... ,-·~ 
大船渡市 関谷洞窟住居掠（県指定）

"f 

白

大船渡市長安寺（山門） 配

大船渡市 長安寺（下寺西法寺）

囮

大船渡市長安寺（正面）

大船渡市 大野街道開通顕彰碑

大船渡 市 長安寺（下寺浄応寺）
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乏—=
大船渡市長谷寺（観音堂及び収蔵庫）

,-:.fi 

Ci 

疇 ク-一

慶
r,ff ..r.ii 

大船渡市長谷寺木造如来坐像（県指定）

一#. 

置
疇
ー
・＿■-■

．匡
―――

大船渡市前田の道慣

大船渡市長谷寺木造十一面観音菩頑立1象
（県指定）

大船渡市長谷寺 中世の梵字供養碑群 大船渡市槻の木下の古碑六塔
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住田町世田米村元禄絵図

//,' 
岩手県管轄地誌

江剌市次丸村元禄絵図
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番号 名 称

l 盛街道の起点（水沢市不断町）

2 十文字の古碑群 ・道標（年代不明）

3 伊勢堂の古碑群 ・道標（元禄Ji.年）

4 ド川原の渡船場跡

5 旧渡船場付近の古碑群

6 春n神社 ・古碑群

7 愛宕神社 ・古碑群

8 ド川原の七卑塚跡， t戸の地蔵堂 ・古碑群

10 秋葉神社・古碑群

11 代官1所跡

12 札場跡

13 松岩寺

14 光IIJI寺

15 旧後藤家住宅（重要文化財）

16 多Ill!寺跡 ・道標（文化六年）

17 足軽）立敷

18 岩谷堂旧城址

19 八幡社

20 延疫四年の銘人り古碑

21 中野の古碑群

22 新山神社 ・古碑群

23 屯崎のし星塚（品杉塚）

24 玉崎駒形神社 ・古碑群

25 中島の道標（安永元年）

fこーの地図は、 建設省L!ilt地理院長の承認を得て、 圃院発行の 5/j分の 1地形1-<Iを柑製 したものである。 （承認番号） Htl56総複、第77乃」
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番衿 名 称

26 大塚大明神・古碑群

27 六百刈田の古碑群

28 六百刈田の七里塚

29 瑞徳寺 ・古碑群

30 長倉沢の古碑群

31 羽山神社 ・古碑群

32 本町の古碑群

33 法鏡印坂の古碑群

34 地蔵堂・古碑群

35 七里塚屋号の「家子」家

36 馬場の道標（宝暦十年）

37 白山社

38 自徳寺

39 福泉寺跡

40 人首番所跡

41 古舘の道揉（年代不明）

42 長下の七里塚跡

43 長下の古碑群

44 二又番所跡

45 九才坂の古碑群

46 山本の七里塚跡

47 山本橋の古碑群

48 種山の七里塚

49 子飼沢の道標（年代不明）

50 板橋の一里塚

叫団（心



小股の一里塚跡（塚松）

紺野家の氏神（六社）
小股の古碑群

柏里の一里塚

小府金の古碑群

石祐神社

小府金の一里塚（塚松）

浄福寺

満蔵寺

「松亀」の松・古碑群

派徳寺（浄徳寺）

光勝寺 ・古碑群

小枝坂の古碑群

金成地蔵堂

金成の古碑群

上日向の古碑群

中沢の一里塚・古碑群

「法師石」家号の佐藤家

関谷洞窟住居跡（県指定）

樋口沢ゴト ラン ト紀化石産地（国指定）

長安寺

大野道111l通顕彰碑

前田の道標（安政二年）

長谷寺 ・古婢群

槻の木下の古碑群

芭蕉句碑
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